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本書は京都市立芸術大学芸術資源研究センターのプ
ロジェクト「うつしから読み取る技術的アーカイブ」

（研究代表者彬子女王殿下）の研究報告書である。
今年度は京都市立芸術大学芸術資料館において、展
覧会「模写を読む」展を同館の収蔵品展として令和
元年 10 月 26 日（土）から 12 月 1 日（日）に開催した。
本書は同展の図録を兼ねている。
掲載する作品（資料）の所蔵は、表示がないものは
全て本学芸術資料館である。
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作品解説は文末に執筆者を（小林）（田島）と記した。
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は
じ
め
に

　

現
在
大
英
博
物
館
は
、
約
三
万
点
の
日
本
美
術
作
品
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
基
礎
と
な
っ
た
の
が
、

一
八
八
一
年
に
購
入
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン(

一
八
四
二-

一
九
〇
〇)

の
日
本
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
明
治
六
一
八
七
三(

一
八
七
三)

年
、
明
治
政
府
の
命
に
よ
り
、
新
し
く
設
立
さ
れ
た
帝
国
海
軍
医
学
校
・
海
軍

病
院
の
解
剖
学
と
外
科
の
教
授
に
任
命
さ
れ
、お
雇
い
外
国
人
と
し
て
約
六
年
間
滞
在
し
た
日
本
で
、医
師
と
し
て
の
仕
事
の
傍
ら
、

三
千
点
以
上
に
及
ぶ
日
本
絵
画
を
蒐
集
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
日
本
美
術
史
研
究
者
の
間
で
は
長
年
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
三
分
の
二
が
ま
く
り
、
つ
ま
り
未
表
装
の
作
品
で
、
下
絵
や
粉
本
な
ど
が
多
か
っ
た
た
め
、
美
術
史
的
価
値
は
低

い
と
み
な
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
日
本
美
術
を
体
系
的
に
理
解
し
、
本
国
に
持
ち
帰
っ
て
紹
介
す
る
と
い
う

使
命
を
帯
び
て
い
た
た
め
、
そ
の
蒐
集
方
法
は
極
め
て
博
物
学
的
で
あ
る1
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
自
身
、
こ
の
よ
う
な
下
絵
類
は
、
画

商
で
ず
さ
ん
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
山
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
ら
買
う
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
て
お
り2
、
こ
の
よ
う
に
安
く
て
、

大
量
に
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
ま
く
り
類
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
作
品
を
集
め
た
い
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
最
適
な
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
よ
い
も
の
を
選
ん
で
買
う
の
で
は
な
く
、
大
量
に
種
々
雑
多
な
作
品
を
買
い
集
め
て
い
た
た
め
に
、
作
品
数
に
対
し
て
優
品
が
少

な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
当
時
の
美
術
市
場
に
ど
の
よ
う
な
作
品
が
一
般
的
に
流
通
し
て
い
た
の
か
を
知
る

こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
史
料
に
な
り
得
る
。
そ
し
て
、
優
品
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
模
写
」
や
「
贋
作
」
が
多
い
と
言
え
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
模
写
や
贋
作
が
興

味
深
い
真
実
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
模
写
作
品
等
を
通

し
て
、
美
術
史
的
価
値
が
な
い
と
言
わ
れ
る
模
写
が
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

大
英
博
物
館
所
蔵
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
見
る

「
模
写
」
が
果
た
す
役
割

彬
子
女
王

Princess Akiko of M
ikasa
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１
岸
駒
の
《
虎
図
》

　
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
一
つ
一
つ
の
作
品
を
い
ち
い
ち
確
認
し
な
が
ら
買
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
現

在
残
っ
て
い
る
書
物
で
は
確
認
で
き
な
い
無
名
の
画
家
の
作
品
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、ア
ン
ダ
ー
ソ
ン・コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
に
あ
る
図
１
の
《
虎
図
》
は
、
無
名
の
画
家
九
峯
滕
瑛(

生
没
年
不
詳)

に
よ
る
作
品
で
あ
る
が
、
大
英
博
物
館
蔵
の
岸
駒

(

一
七
四
九-

一
八
三
九)

の
《
虎
図
》（
図
２
）
の
模
写
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
岸
駒
の
作
品
は
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
ト
ン(

一
八
六
三-

一
九
五
三)

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
一
九
三
一

年
に
大
英
博
物
館
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
て
い
る
。
大
英
博
物
館
の
学
芸
員
で
あ
っ
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ビ
ニ
ヨ
ン(

一
八
六
九-

一
九
四
三)

に
よ
る
と
、英
国
に
は
一
八
六
二
年
か
ら
あ
り
、函
館
で
購
入
さ
れ
た
作
品
で
、元
々
は
有
力
な
大
名
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
ら
し
い3
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
酷
似
し
た
作
品
が
同
じ
博
物
館
に
入
っ
た
の
は
、
偶
然
と
は
考
え
に
く
い
。
バ
ー
ト
ン

は
外
科
医
で
あ
り
、
同
じ
く
外
科
医
で
あ
っ
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
同
時
期
に
ロ
ン
ド
ン
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
と
な
ん
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
り
、
類
似
作
品
が
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
、
も
し
く
は
大
英
博
物
館
に
譲

渡
す
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
岸
駒
は
、
有
栖
川
宮
家
の
御
学
問
所
の
障
壁
画
を
描
き
、
近
習
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
雅
楽
助
」
の
名
を
賜
っ
て
い
る
。
大
英

博
物
館
の
岸
駒
作
品
の
落
款
は
「
雅
楽
助
岸
駒
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
名
を
拝
領
し
た
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
か
ら
、
文
化

五
（
一
八
〇
八
）
年
に
越
前
介
を
拝
命
す
る
ま
で
の
約
二
十
年
間
、
い
わ
ゆ
る｢

雅
楽
助
時
代｣

に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
滕
瑛
の
作
品
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
興
味
深
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
落
款
に
は
「
享
和
癸
亥
晩
夏
奉　

君
矦
之
命　
九
峯
滕
瑛
寫
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、何
ら
か
の
形
で
岸
駒
の
作
品
を
目
に
し
た
滕
瑛
の
主
人
が
、享
和
三(

一
八
〇
三)

年
に
滕
瑛
に
指
示
し
て
模
写
を
さ
せ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
こ
の
滕
瑛
作
品
の
落
款
の
年
代
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
岸
駒

作
品
の
推
定
制
作
年
代
の
幅
が
五
年
以
上
狭
ま
る
こ
と
に
な
る
。
岸
駒
に
は
劣
る
も
の
の
、
滕
瑛
作
品
で
も
虎
の
猛
々
し
い
表
情
が

よ
く
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
日
本
美
術
市
場
に
お
け
る
岸
駒
の
人
気
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
滕
瑛
が
写
し
た
原
画
が
、
巡
り
巡
っ
て
大
英
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
再
び
出
会
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
の

も
、
数
奇
な
物
語
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
近
年
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
に
岸
家
伝
来
の
絵
画
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
が
、
岸
駒
の
長
子
で
あ
る
岸
岱

(

一
七
八
二
／
八
五-

一
八
六
五)

に
よ
る
大
英
博
物
館
本
の
模
写
が
含
ま
れ
て
い
る
。
裏
面
の
墨
書
に
、「
小
堀
縫
再
殿
需　
寛

政
庚
申
夷
則
卓
堂
摸　
弔
睛
大
蟲　
乕
頭
館
所
図　
可
観
堂
」
と
あ
り
、
原
画
は
岸
駒
が
京
都
代
官
で
あ
っ
た
小
堀
邦
明
（
縫
殿
）

(

一
七
六
六-

一
八
〇
四
）
の
求
め
に
応
じ
て
描
い
た
も
の
で
、
寛
政
十
二(

一
八
〇
〇)
年
に
岸
岱(

卓
堂)

が
模
写
を
し
た
こ
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と
が
わ
か
る4
。
小
堀
邦
明
は
、
遠
州
流
の
小
堀
遠
州(

一
五
七
〇-

一
六
四
七)

の
弟
が
興
し
た
小
堀
仁
右
衛
門
家
の
七
代
目
で
、

禁
裏
御
用
を
務
め
た
旗
本
の
家
柄
で
あ
る
。
有
栖
川
宮
家
の
御
用
を
務
め
る
中
で
、
小
堀
家
と
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
。
岸
岱
の
模
写
が
一
八
〇
〇
年
、
滕
瑛
の
模
写
が
一
八
〇
三
年
に
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岸
駒
の
作
品
は
一
八
九
〇

年
代
後
半
に
制
作
さ
れ
た
と
推
測
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
原
画
で
は
な
く
、
模
写
作
品
が
新
た
な
真
実
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
事
例
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　
２
西
山
芳
園
の
《
虫
行
列
図
》

　
図
３
の
《
虫
行
列
図
》
は
、「
模
写
」
で
は
な
く
、「
模
写
さ
れ
た
」
作
品
で
あ
る
。
西
山
芳
園(

一
八
〇
四-

一
八
六
七)

は
、

大
阪
に
生
ま
れ
、
中
村
芳
中(

？-

一
八
一
九)

の
後
、
松
村
景
文(

一
七
七
九-

一
八
四
三)

に
学
ん
だ
四
条
派
の
絵
師
で
あ
る
。

幕
末
明
治
の
大
坂
で
人
気
の
あ
っ
た
絵
師
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
研
究
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
大
阪
で

も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
近
年
よ
う
や
く
大
阪
四
条
派
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
、
再
評
価
の
兆
し
が
見
え
て
き
た

が5
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
芳
園
作
品
は
、
中
で
も
優
品
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
る
。

　
カ
マ
キ
リ
、
キ
リ
ギ
リ
ス
、
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
虫
た
ち
が
、
野
菊
な
ど
の
野
の
花
々
を
手
に
し
、
大
名
行
列
を
模
し
て
歩
い
て

い
る
。
最
後
尾
の
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
が
草
鞋
の
紐
を
結
び
直
し
て
い
る
風
情
な
の
が
、
大
変
巧
み
な
意
匠
と
い
え
よ
う
。
昭
和
十
七

(

一
九
四
二)

年
に
大
阪
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
」
で
も
、
右
上
部
に
詞
書
が
あ
る
も
の
の
、
同
様
の

意
匠
の
《
秋
虫
行
列
図
》
が
堺
市
の
鳥
井
三
次
氏
の
所
蔵
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
て
お
り
、
芳
園
が
好
ん
だ
主
題
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い6
。

　
大
英
博
物
館
本
の
箱
に
は
、
書
状
が
付
属
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　
　

(

表
書)

　
　
嘉
永
四
年
亥
年
六
月
四
日

　
　
白
金

　
　
若
殿
様
小
梅
村
江
御
入
輿
之
節　
床
江
用
ひ
置
き
候
処　
御
意
に
叶
ひ　
差
し
出
だ
す
べ
く
候
様
仰
せ
付
け
被
れ　
其
の
後
お
下
げ
に
相

　
　
成
り
候
節
之
御
達
し
也

　
　

(

書
状
表
書)

　
　
山
鹿
屋　
白
金

8



　
　
　
　
政
吉
様　
近
習
方

　
　

(

書
状)

　
　
手
紙
を
以
っ
て　
御
意
を
得
申
し
候　
弥
御
平
和
珍
重
の
御
事
に
候　
然
る
は
先
月
六
日
御
差
し
出
だ
し
有
の
候　
虫
行
列
の
画
御
懸
物

　
　
永
々
留
め
置
き
被
る　
写
方
致
し　
出
来
大
慶
を
被
り
存
り
候　
右
に
付　
此
日
御
内
意
の
趣　
相
達
し
候
処　
右
の
画
を
下
地
に
し
て

　
　
外
に
存
じ
付
き
の
図
注
文
有
る
の
候
に
付
き　
御
懸
物
に
及
ん
で
返
却
候
と
の
事
に
御
座
候
間　
折
角
の
御
事
乍
持
っ
て
差
し
出
だ
し
申

　
　
し
候
也　
御
請
取
下
さ
る
べ
く
候　
此
段
御
意
を
得
申
す
度　
是
の
如
く
御
座
候　
已
上

　
　
　
七
月
廿
二
日

　
　
　
尚
々
先
月
四
日
（
卯
カ
？
）
御
寮
江
参
じ
ら
れ
候
説　
借
り
受
け
申
し
候
御
器
乍　
延
引
致
し
返
却
候　
已
上

　
つ
ま
り
、嘉
永
四(
一
八
五
一)

年
六
月
、若
殿
様
が
小
梅
村
に
出
か
け
た
折
、床
に
懸
け
て
あ
っ
た
虫
行
列
の
絵
を
お
気
に
召
し
、

借
り
受
け
て
模
写
を
し
、
終
了
し
た
の
で
、
元
の
持
ち
主
で
あ
る
白
金
の
山
鹿
屋
政
吉
に
返
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
梅
村
は
現

在
の
東
京
都
墨
田
区
、
白
金
は
港
区
で
あ
り
、
大
坂
の
芳
園
の
作
品
が
江
戸
ま
で
届
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
芳
園

は
東
海
道
か
ら
江
戸
に
至
る
ま
で
の
写
生
帖
を
数
冊
残
し
て
い
る
の
で
、
江
戸
ま
で
出
向
い
た
折
に
、
依
頼
が
あ
っ
て
現
地
に
遺
し

た
作
品
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い7
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
東
京
の
画
商
で
こ
の
作
品
を
購
入
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
の
で
、
白
金

の
旧
家
か
ら
東
京
の
市
場
に
出
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
合
点
が
い
く
。

　
注
目
す
べ
き
は
、「
作
品
を
気
に
入
っ
た
の
で
写
し
た
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
滕
瑛
の
作
品
も
主
君
の
求
め
に
応
じ
て
模
写
さ
れ

た
作
品
で
あ
り
、
若
殿
様
の
詳
細
が
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
た
め
、
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
こ
の
際
求
め
に
応
じ
て
写
さ
れ
た

芳
園
の
模
写
作
品
も
ど
こ
か
に
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
誰
か
の
家
を
訪
ね
、
懸
け
て
あ
っ
た
作
品
を
気
に
入
っ
た
場
合
、
そ

の
絵
師
の
別
の
作
品
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
存
じ
寄
り
の
絵
師
に
そ
の
作
品
を
模
写
さ
せ
、
手
元
に
置
く
と
い
う
こ
と
が
十
九
世

紀
当
時
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
岸
駒
も
芳
園
も
、
模
写
が
作
ら
れ
た
当
時
は
存
命
で
あ
り
、
本
人
に
頼
も
う
と

思
え
ば
頼
め
る
状
況
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
模
写
を
さ
せ
た
と
い
う
事
実
は
大
変
興
味
深
い
。
逆
に
言
え
ば
、
模
写

で
も
い
い
か
ら
手
元
に
置
き
た
い
と
思
わ
せ
る
だ
け
の
魅
力
を
原
画
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
模
写
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、「
作
品
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、《
女
史
箴
図
》
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の
よ
う
に
顧
愷
之(

三
四
四-

四
〇
六)

が
描
い
た
原
画
は
失
わ
れ
て
も
、
唐
代
に
作
ら
れ
た
模
写
が
残
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
評
価

さ
れ
、
摸
本
自
体
も
中
国
美
術
の
白
眉
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
模
写
は
、
写
さ
れ
た
年
号
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
模
写
作
品
の
よ
う
に
、
原
画
に
関
す
る
情
報
が
多
く
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
模
写
だ
か
ら

顧
み
な
い
の
で
は
な
く
、
模
写
だ
か
ら
こ
そ
作
品
の
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
情
報
を
引
き
出
し
て
あ
げ
る
の
が
、
美
術
史
研
究
者

の
責
務
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１  
彬
子
女
王
「
標
本
か
ら
美
術
へ
：
十
九
世
紀
の
日
本
美
術
品
蒐
集
、
特
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
意
義
に
つ
い
て
」『
國
華
』
一
三
六
〇
号
、

二
〇
〇
九
年
、
三
十
二
頁
。

２ Anderson, W
illiam

. The Pictorial Arts of Japan. London: Sam
pson Low, M

arston, Searle & Rivington, 1886, p.122.

３ Binyon, Laurence. ‘Tiger by Ganku’, The British M
useum

 Quarterly, Vol. 6, No. 1, 1931, p.13.

４
『
特
別
展　
写
さ
れ
た
絵　
遺
さ
れ
た
絵 : 

岸
駒・岸
岱
岸
派
絵
画
資
料
を
め
ぐ
っ
て 

』
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
、二
〇
一
二
年
、六
十
七-

六
十
八
頁
。

５
『
な
に
わ
風
情
を
満
喫
し
ま
せ
う
―
大
阪
四
条
派
の
系
譜
―
』
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
、
二
〇
一
七
年

６
『
芳
園
並
完
瑛
展
図
録
』
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
四
一
年

７  

武
富
瓦
全
述
、
山
田
都
一
郎
速
記
、
雑
録
「
西
山
芳
園
先
生
」『
名
家
談
義
』
第
十
七
号
、
一
八
九
七
年
（
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
前
掲
書
、

二
〇
一
七
年
、
七
十-

七
十
一
頁
に
転
載
）
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図３——《虫行列図》©︎Trustees of the British Museum

１２

３

図１——《虎図》九峯滕瑛 ©︎Trustees of the British Museum

図２——《虎図》岸駒 ©︎Trustees of the British Museum
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京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
画
専
攻
に
は
、
制
作
実
習
室
と
は
別
に
古
典
絵
画
の
模
写
を
通
し
て
研
究
制
作
す
る
教
室
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
部
屋
に
は
筆
者
が
芸
大
生
の
頃
、
当
時
の
大
学
改
革
後
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
約
五
十
年
の
歴
史
を
重
ね
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
当
時
、
模
写
の
授
業
は
日
本
画
の
基
礎
を
学
ぶ
一
回
生
の
実
習
授
業
の
中
で
一
週
間
程
度
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み

込
ま
れ
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
程
度
の
時
間
で
は
、
古
典
絵
画
を
学
ぶ
に
十
分
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
だ
が
、

改
革
後
に
一
変
し
た
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
先
人
が
残
し
た
優
れ
た
古
典
絵
画
を
模
写
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

で
き
る
学
び
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。
か
つ
て
、
京
都
府
画
学
校
設
立
当
初
は
、
先
人
達
の
優
れ
た
絵
画
を
模
写
す
る
こ
と
で
、
自
身

の
創
作
の
礎
と
す
る
授
業
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
が
、
時
と
共
に
そ
の
意
義
が
薄
ら
い
で
ゆ
く
中
で
、
近
年
文
化
財
と
な
る

日
本
絵
画
の
保
存
を
目
的
と
し
た
模
写
事
業
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
今
日
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
今
の
印
刷
技
術

の
飛
躍
的
な
発
展
に
と
も
な
い
、
よ
り
高
画
質
の
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
に
よ
り
高
品
質
の
レ
プ
リ
カ
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
原

本
を
保
存
す
る
た
め
の
現
状
模
写
の
必
要
性
が
薄
ら
い
で
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
改
め
て
模
写
の
意
義
と
そ
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
筆
者
が
一
九
七
二
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
二
条
城
二
の
丸
御

殿
の
障
壁
画
模
写
事
業
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
二
条
城
は
、
一
六
〇
三
年
に
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
が
築
い
た
も
の
で
、
現
存
す
る
二
の
丸
御
殿
は
三
代
将
軍
家
光
が
、

後
水
尾
天
皇
の
行
幸
に
合
わ
せ
て
改
修
し
た
も
の
で
国
指
定
の
文
化
財
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
建
物
内
部
の
障
壁
画
は
、

徳
川
家
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
探
幽
を
筆
頭
に
、
当
時
の
狩
野
一
門
が
手
掛
け
た
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

四
百
年
の
歳
月
を
経
た
障
壁
画
は
い
た
み
が
甚
だ
し
く
、
貴
重
な
文
化
財
を
保
存
す
る
た
め
、
模
写
を
し
て
は
め
替
え
る
計
画
が
、

一
九
七
二
年
に
始
ま
っ
た
。
総
数
千
面
を
越
え
る
障
壁
画
を
描
か
れ
た
当
初
の
状
態
に
復
元
模
写
し
、
順
次
は
め
替
え
な
が
ら
原
本

を
修
復
保
存
す
る
方
法
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
復
元
模
写
な
の
か
。
実
は
こ
の
事
業
が
始
ま
る
三
年
前
に
、
試
み
で
杉
戸

絵
を
現
状
模
写
で
進
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
約
二
年
を
費
や
し
て
仕
上
げ
ら
れ
た
数
が
四
面
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

千
面
の
障
壁
画
を
現
状
模
写
で
行
う
事
業
は
、
時
間
と
経
費
の
両
面
で
不
可
能
に
近
い
。
そ
の
結
果
、
模
写
は
復
元
で
進
め
ら
れ
る

模
写
の
意
義
と
そ
の
役
割

　
　
　
　
二
条
城
二
の
丸
御
殿
障
壁
画
模
写
事
業
に
従
事
し
て

大
野
俊
明

O
no Toshiaki
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こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
事
業
期
間
の
短
縮
は
当
然
の
事
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
文
化
財
と
な
る
二
の
丸
御
殿
の
障

壁
画
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
何
回
も
修
理
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
江
戸
時
代
初
期
の
狩
野
派
の
特
徴
と
な
る
表
現
の
様
式
が
修
理

時
の
補
彩
等
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
現
状
模
写
す
る
意
味
や
価
値
が
本
当
に
あ
る
の
か
と
い
う
疑
念
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
た
。
わ
ず
か
に
残
る
当
時
の
狩
野
派
の
表
現
を
基
に
復
元
模
写
す
る
方
向
で
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
条
城
二
の
丸

御
殿
の
大
半
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
次
の
世
代
へ
長
く
受
け
継
が
れ
る
べ
く
、
原
本
を
保
存
す
る
た

め
の
模
写
を
し
て
は
め
替
え
る
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
文
化
遺
産
と
な
る
江
戸
初
期
の
絵
画
を
広
く
社
会
に
公
開
す
る
と
い
う
重
要

な
役
割
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
財
の
保
存
と
公
開
と
い
う
考
え
方
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か
は
、
時
代
と
共
に
変

化
し
な
が
ら
今
日
に
至
り
、
そ
の
両
方
を
解
決
す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
今
日
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
絵
画
の
レ
プ
リ
カ
製
作
が
飛
躍
的
な
成
果
を
上
げ
、
原
本
保
存
に
変
わ
る
レ
プ
リ

カ
で
の
公
開
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
二
の
丸
御
殿
の
模
写
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
レ
プ
リ
カ
に
す
べ
き
と
い
う
考

え
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
復
元
の
場
合
は
、
経
年
変
化
に
よ
る
変
色
や
退
色
あ
る
い
は
欠
落
部
分
を
描
か
れ
た
当
時
の
状
態
に
も
ど

す
必
要
が
あ
る
た
め
、
狩
野
派
の
様
式
や
技
法
等
を
他
の
作
品
の
類
例
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
創
作
す
る
工
程
が
必
要
と
な
り
、
画

家
の
手
に
よ
る
作
業
が
大
き
く
影
響
す
る
。
結
局
、
当
初
か
ら
の
方
法
で
現
在
も
作
業
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
大
き
な
理
由
は
、
伝

統
的
な
日
本
絵
画
の
空
間
表
現
や
表
現
技
法
を
現
代
の
我
々
が
受
け
継
ぐ
べ
き
「
文
化
」
と
し
て
と
ら
え
、
次
の
世
代
へ
直
接
的
に

手
を
通
し
て
伝
え
残
す
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
四
百
年
前
の
狩
野
派
の
絵
師
達
が
描
い
た
作
品
は
、
現
代
の
我
々

が
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
世
代
へ
も
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

模
写
制
作
に
携
わ
る
過
程
の
中
で
手
を
通
し
て
体
得
す
る
こ
と
が
、
日
本
絵
画
の
特
質
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

と
考
え
る
。
当
時
の
絵
師
が
創
造
し
た
絵
画
世
界
を
復
元
模
写
で
蘇
ら
せ
る
こ
と
で
、
今
日
の
日
本
画
表
現
に
新
た
な
可
能
性
を
見

い
出
す
き
っ
か
け
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
現
在
も
続
い
て
い
る
。
以
上
の
様
に
、
模
写
の
役
割
と
そ
の
意
義
は
時
と
共
に
変
遷
し
て

い
る
が
、
手
を
通
し
て
描
き
伝
え
る
基
本
的
な
行
為
は
、
決
し
て
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
。
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二
〇
一
九
年
秋
に
本
学
の
芸
術
資
料
館
に
て
「
模
写
を
読
む
―
画
家
は
何
を
写
し
て
き
た
の
か
―
」
と
題
さ
れ
た
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
学
所
蔵
の
模
写
作
品
の
変
遷
を
追
い
な
が
ら
模
写
の
目
的
や
役
割
を
解
説
し
て
お
り
、
日
本
画
に
お
け
る
模
写
に
つ
い

て
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
展
示
で
は
、
本
学
で
日
本
画
の
摸
写
教
育
に
携
わ
っ
た
林
司
馬
（
一
九
〇
六-

一
九
八
五
年
）
の
模
写
作
品
が
数
点
出
品
さ
れ

て
お
り
、中
で
も
、桃
山
時
代
を
代
表
す
る
肖
像
画
の
一
つ
「
細
川
蓮
丸
像
」
の
摸
写
作
品
に
目
が
留
ま
っ
た
。
蓮
丸
が
身
に
ま
と
っ

て
い
る
小
袖
の
辻
ヶ
花
が
印
象
的
で
、
繊
細
な
筆
致
で
写
さ
れ
た
裂
は
、
経
年
変
化
の
表
現
で
色
調
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

観
る
者
に
、
蓮
丸
が
生
き
た
当
時
の
様
子
を
鮮
明
に
想
起
さ
せ
る
。

　
展
覧
会
で
は
出
品
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
司
馬
は
辻
ヶ
花
の
古
裂
模
写
を
数
点
遺
し
て
い
る
（
筆
者
蔵
）。
写
真
の
作
品
は
そ

の
内
の
一
つ
で
、
薄
い
美
濃
紙
に
水
絵
の
具
で
ご
く
簡
単
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
物
の
辻
ヶ
花
の
古
裂
と
見
間
違
え
る
ほ
ど
の
再

現
力
に
誰
も
が
驚
か
さ
れ
る
。

　
「
細
川
蓮
丸
像
」
の
摸
写
と
、
古
裂
の
摸
写
が
描
か
れ
た
時
系
列
は
定
か
で
は
な
い
が
、
司
馬
の
模
写
は
、
古
画
の
名
品
を
写
す

に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
対
象
が
そ
の
周
辺
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
一
つ
の
名
品
を
模
写
す
る
に
あ
た
り
、
作
品
を
読
み
解
く
行
為
の
中
で
、
強
い
探
究
心
や
好
奇
心
が
よ
り
原
本
作
品
へ
の
理
解
を

深
化
さ
せ
心
眼
が
開
く
。
心
眼
を
通
し
て
読
み
説
い
た
も
の
を
描
く
に
は
、
高
い
画
力
や
表
現
力
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
り
初

め
て
模
写
に
説
得
力
と
存
在
感
が
生
ま
れ
る
。

実
は
、
司
馬
の
遺
し
た
作
品
の
多
く
は
模
写
作
品
で
は
な
く
、
身
近
な
物
を
対
象
と
し
た
写
生
で
あ
る
。
花
や
鳥
・
虫
・
陶
器
の
壺
・

歌
舞
伎
役
者
・
街
並
み
・
看
板
・
・
・
。
対
象
物
は
多
岐
に
わ
た
り
圧
倒
的
な
数
で
あ
る
。
日
々
の
写
生
で
眼
と
画
力
や
表
現
力
を

身
に
つ
け
た
に
違
い
な
い
。
司
馬
は
模
写
を
基
礎
教
育
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
タ
ブ
ロ
ー
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
私
に
は
、
司
馬
の
模
写
は
写
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
く
て
、
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

『
模
写
を
描
く
』

川
嶋
渉

Kawashim
a W

ataru
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は
じ
め
に

　
本
学
芸
術
資
料
館
に
は
、約
二
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ「
模

写1

」
―
い
わ
ゆ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
絵
画
―
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
模
写
」
を
対
象
に
、
平
成

二
十
七
年（
二
〇
一
五
）か
ら
平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
）

ま
で
約
三
七
〇
点
の
閲
覧
調
査
を
博
士
課
程
の
研
究
と

し
て
行
っ
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
二
十
六

日
か
ら
十
二
月
一
日
に
本
学
芸
術
資
料
館
陳
列
室
で
開

催
さ
れ
た
第
五
期
収
蔵
品
展
「
模
写
を
読
む
―
画
家
は

何
を
写
し
て
き
た
の
か
―
」
は
、
こ
の
閲
覧
調
査
の
成

果
を
元
に
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
展
で
は「
模
写
」

を
主
役
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
現
状
と
し
て
「
模

写
」
は
資
料
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
学

芸
術
資
料
館
の
収
蔵
品
も
、
こ
れ
ま
で
歴
史
研
究
と
い

う
観
点
か
ら
は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一

口
に
日
本
画
と
い
っ
て
も
時
代
に
よ
り
表
現
が
違
う
よ

う
に
、「
模
写
」
に
も
そ
の
よ
う
な
時
代
に
よ
る
差
異

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
展
で
は
模
写
の
時

代
性
に
着
目
し
、
一
点
一
点
の
分
析
に
留
ま
ら
ず
、
傾

向
か
ら
全
体
像
を
把
握
し
、
そ
の
差
異
を
可
視
化
す
る

こ
と
を
試
み
た
。

　
本
学
に
お
け
る
「
模
写
」
の
歴
史
を
可
視
化
す
る
こ

と
は
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
の
は
じ
ま
り
に
お
い

て
必
要
な
試
み
で
も
あ
っ
た
。明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）

に
本
学
の
母
体
で
あ
る
京
都
府
画
学
校
が
開
学
し
て
以

来
、
絵
画
を
写
す
「
模
写
」
と
い
う
行
為
は
途
切
れ
る

こ
と
な
く
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
歴
史
や
教

育
内
容
の
詳
細
が
記
さ
れ
た
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
ば

か
り
か
、
今
日
の
実
技
教
育
の
中
で
も
そ
の
よ
う
な
歴

史
性
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
口
伝
と
し
て
の

継
承
も
曖
昧
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
に
加
え
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
日
本

画
研
究
室
の
内
外
か
ら
、
絵
画
専
攻
日
本
画
（
以
下
、

学
内
の
通
称
に
従
っ
て
「
日
本
画
専
攻
」
と
記
す
）
と

保
存
修
復
専
攻
と
い
う
二
つ
の
専
攻
で
「
模
写
」
を
行

う
こ
と
は
、
教
育
内
容
の
重
複
に
当
る
た
め
、
日
本
画

専
攻
で
「
模
写
」
を
行
う
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
翌
年
に
日
本

画
専
攻
の
研
究
室
の
再
編
が
行
わ
れ
、
研
究
室
一
（
古

画
研
究
室
）
の
中
で
「
模
写
」
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
現
在
に
至
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
本
学
の
「
模
写
」

が
有
す
る
歴
史
的
な
奥
行
き
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、「
模
写
」
そ
の
も
の
の
理
念
や

表
現
の
多
様
さ
が
明
確
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

起
因
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
画
専
攻
か
ら
「
模
写
」
を
無
く
し
て
保
存
修
復

専
攻
に
一
本
化
す
る
べ
き
と
い
う
学
内
の
声
か
ら
も
窺

え
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
み
る
と
本
格
的
な
「
模
写
」

の
制
作
は
保
存
修
復
専
攻
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
研
究
の
結
果
、
本
学
の
中
で
独
自
に
形
成
さ
れ

た
「
模
写
観
」
と
い
う
べ
き
も
の
の
存
在
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
が
、

本
展
は
開
学
以
来
約
百
四
十
年
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
き

た
「
模
写
」
の
ル
ー
ツ
を
、
収
蔵
品
の
展
示
に
よ
り
可

視
化
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
多
く
の
収
蔵
品
の

中
か
ら
出
展
作
品
を
取
捨
選
択
す
る
の
は
難
し
い
作
業

で
あ
っ
た
が
、
文
化
財
の
保
存
修
復
事
業
の
原
点
と
し

て
最
も
有
名
な
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
事
業
以
前
の
も

の
を
多
く
採
用
し
た
。金
堂
壁
画
模
写
事
業
以
前
の「
模

写
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
近
世
京
都
画
壇
に
起
源
を

も
つ
本
学
な
ら
で
は
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

収
蔵
品
の
傾
向
か
ら
、
①
江
戸
か
ら
明
治
（-

一
九
一
二
）、
②
大
正
か
ら
昭
和
四
十
年
代
（
一
九
一
二

-

一
九
七
四
）、
③
昭
和
五
十
年
か
ら
平
成
（
一
九
七
五-

二
〇
一
五
）
と
い
う
三
つ
の
大
ま
か
な
時
代
区
分
を
設
け

た
。
こ
の
三
つ
の
区
分
に
沿
っ
て
、
本
学
に
お
け
る
「
模

写
」
の
変
遷
に
概
説
を
加
え
た
い
。
時
代
を
概
観
す
る
と

い
う
大
き
な
試
み
で
あ
る
が
故
に
、
本
研
究
で
取
っ
た
手

法
が
ど
の
程
度
適
切
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
後

こ
の
研
究
を
足
が
か
り
に
多
く
の
人
の
手
に
よ
っ
て
洗
練

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

模
写
の
変
遷 

　
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
を
通
し
て

小
林
玉
雨

Kobayashi Gyokuu
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江
戸
か
ら
明
治

　
本
学
の
収
蔵
品
の
み
で
近
世
の
「
模
写
」
を
概
観
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
主
な
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
、
画
家
が
自
身
の
画
業
の
た
め
に
描
き
写
し
た

粉
本
が
あ
る
。
カ
メ
ラ
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
、
機
械
に

よ
る
複
製
の
な
い
時
代
に
お
い
て
、「
模
写
」
は
資
料

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
当
時
の
画
家

は
目
に
し
た
も
の
を
小
ま
め
に
描
き
写
し
て
研
究
し
、

貴
重
な
資
料
と
し
て
手
元
に
貯
め
置
い
た
。
写
真
の
よ

う
に
そ
の
ま
ま
写
す
の
で
は
な
く
、
彩
色
は
簡
易
な
も

の
に
留
め
て
絵
具
名
を
文
字
で
書
き
入
れ
た
り
、
文
様

部
分
は
全
体
像
が
わ
か
る
よ
う
に
一
部
だ
け
を
写
し
た

り
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
粉
本
は
必
ず
し
も
原
本
の
再

現
性
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
必
要
な
情
報
を
備
え

た
設
計
図
で
も
あ
っ
た
。本
展
で
は
粉
本
の
例
と
し
て
、

円
山
応
挙
の
《
金
谷
園
図
》《
桃
李
園
図
》（
Ｐ
23
）
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
二
図
は
原
寸
大
で
写
さ
れ
て

い
る
が
、
縮
小
し
て
全
体
を
写
す
「
縮
図
」
や
、
一
部

分
だ
け
を
写
す「
抜
き
写
し
」な
ど
の
方
法
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
模
写
」
は
画
家
の
研
究
で
あ
る
と
同
時
に
、

鑑
賞
さ
れ
る
絵
画
作
品
で
も
あ
っ
た
。狩
野
探
幽
の《
葡

萄
図
》（
Ｐ
22
）
を
例
に
み
て
み
よ
う
。
原
本
の
作
者

で
あ
る
日
観
は
葡
萄
の
名
手
と
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に

も
鶉
と
い
え
ば
李
安
忠
、
花
鳥
と
い
え
ば
銭
選
と
い
う

よ
う
に
、
画
家
と
特
定
の
画
題
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
知
名
度

の
あ
る
絵
画
は
希
少
性
が
高
く
、
そ
れ
を
写
し
た
り
似

せ
て
作
っ
た
り
し
た
も
の
は
、
真
贋
を
分
け
が
た
い
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
絵
画
と
し
て
ご
く
自
然
に
受
容
さ
れ
鑑

賞
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
「
模
写
」
で
は
な
く
、
真

作
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
代
筆
や
共
同
制

作
な
ど
の
事
情
が
あ
る
の
で
、
真
作
と
そ
う
で
な
い
も

の
の
境
界
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
《
沈
宗
騫
画
倣
古
小
幀
合
装
八
軸
》（
Ｐ
25
）

の
よ
う
に
、
現
代
の
感
覚
で
は
「
模
写
」
と
呼
ぶ
べ
き

か
判
断
を
迷
う
よ
う
な
「
仿
〇
〇
」
や
「
〇
〇
筆
様
」

や
「
〇
〇
筆
意
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
著
名
な
画
家
の
筆
様
に
仿
（
な
ら
）
う
と
い
う

意
味
で
、「
型
（
典
型
）」
を
尊
ぶ
古
人
の
意
識
が
現
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

筆
法
と
基
礎
教
育

　
近
代
以
前
、
絵
を
描
く
上
で
重
要
視
さ
れ
た
の
は
筆

法
だ
っ
た
。
例
え
ば
画
論
の
典
拠
と
し
て
最
も
引
用
さ

れ
る
『
画
の
六
法2

』
で
も
、
筆
法
は
骨
法
用
筆
と
し

て
二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
模
写
」
は
伝
移
模

写
と
し
て
六
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
学
の
教
育

課
程
を
み
る
と
、「
模
写
」
は
多
く
の
場
合
、
筆
墨
の

基
礎
を
習
得
し
た
後
に
実
地
訓
練
的
に
行
わ
れ
て
い

た
。
本
学
の
設
立
に
尽
力
し
た
幸
野
楳
嶺
は
『
修
画
綱

要
』
の
中
で
、先
に
「
運
筆
法
」
を
解
説
し
た
後
に
、「
臨

摹
法
」
と
し
て
「
臨
写
は
シ
キ
ウ
ツ
シ
、
模
写
は
ア
ゲ

ウ
ツ
シ
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
写
し
も
の
の
方
法
で
あ

る
が
、
画
家
は
す
べ
て
模
写
を
用
い
る
。
こ
れ
は
そ
の

筆
意
を
学
ぶ
た
め
で
あ
る
。
故
に
臨
写
を
素
人
写
し
と

も
い
う3
」
と
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
楳
嶺
の
門
人
ら
が
教
員
を
務
め
た
頃
の
本
学
の
筆
墨

教
育
の
水
準
が
わ
か
る
も
の
に
、五
幅
組
の
《
祖
師
図
》

（
Ｐ
26
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
五
幅
は
京
都
市
美
術
工

芸
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
学
生
達
に
よ
っ
て
写
さ

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
筆
様
は
細
か
な
紙
継
ぎ
が

な
け
れ
ば
古
画
に
見
え
る
ほ
ど
手
堅
い
も
の
で
あ
る
。

《
祖
師
図
》
が
写
さ
れ
た
頃
に
、
教
員
を
務
め
て
い
た

の
は
、
竹
内
栖
鳳
・
菊
池
芳
文
・
谷
口
香
嶠
な
ど
の
楳

嶺
の
高
弟
達
で
あ
り
、
嘱
託
教
員
に
は
富
岡
鉄
斎
・
原

在
泉
が
い
た
。
筆
意
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
高
度
な
実

技
教
育
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
そ
の
教
育
の
内
容
と
は
、
各
流
派
に
伝
わ
る
粉
本
や

教
員
の
描
い
た
絵
手
本
を
、
そ
っ
く
り
に
写
す
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
本
学
芸
術
資
料
館
に
は
こ
の
よ
う
な
絵

手
本
が
、
模
本
類
と
し
て
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
近
世
か
ら
続
く
流
派
の
画
風
を
真

似
る
と
い
う
方
法
は
徐
々
に
見
直
さ
れ
て
ゆ
き
、
こ
れ

に
変
わ
る
新
し
い
教
育
と
し
て
「
古
画
」
が
採
用
さ
れ

て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

に
本
学
に
赴
任
し
た
横
山
大
観
は
、
こ
の
頃
の
様
子
に

つ
い
て
「
一
年
級
を
受
持
っ
た
竹
内
さ
ん
の
方
に
は
、

む
ろ
ん
前
か
ら
四
条
派
の
お
手
本
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
私
の
受
持
っ
た
の
は
新
規
の
予
科
で
す
か
ら
、
手

本
を
新
規
に
こ
し
ら
え
よ
う
と
思
い
ま
し
て
、
み
な
古

画
で
線
の
手
本
を
作
り
ま
し
た
。
生
徒
が
九
人
お
り
ま
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し
た
か
ら
、
古
画
模
写
で
方
々
へ
行
っ
て
描
い
た
あ
っ

ち
の
絵
、
こ
っ
ち
の
絵
を
集
め
、
線
だ
け
の
絵
を
十
枚

ほ
ど
つ
く
り
一
枚
ず
つ
あ
て
が
い
ま
し
た4

」
と
回
想

し
て
い
る
。
流
派
の
絵
手
本
か
ら
古
画
の
模
写
の
絵
手

本
へ
と
い
う
変
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
が
、
依
然
と
し

て
基
礎
は
筆
墨
法
に
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
現
在
で
は

当
時
の
よ
う
な
本
格
的
な
筆
墨
教
育
は
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
近
年
、
こ
の
よ
う
な
筆
墨
法
へ
の
関
心
は
非
常

に
高
ま
っ
て
い
る
。

文
化
財
の
模
写
事
業

　
国
の
事
業
と
し
て
は
、明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

か
ら
帝
国
博
物
館
の
理
事
兼
美
術
部
審
査
官
に
就
任
し

た
岡
倉
天
心
に
よ
る
文
化
財
の
模
写
事
業
が
あ
る
。
こ

の
模
写
事
業
の
狙
い
は
、
精
鋭
画
家
に
「
模
写
」
を
描

か
せ
る
こ
と
で
、
文
化
財
そ
の
も
の
と
、
文
化
財
と
い

う
概
念
を
普
及
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
学
で
も
こ
の

時
流
に
な
ら
い
、
社
寺
仏
閣
や
博
物
館
な
ど
の
文
化
施

設
に
画
家
を
派
遣
し
て
「
模
写
」
を
さ
せ
、
そ
れ
を
研

究
資
料
と
し
て
収
集
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
本
学
芸

術
資
料
館
が
所
蔵
す
る
膨
大
な「
模
写
」の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ

の
文
化
財
の
登
場
に
よ
っ
て
、「
模
写
」
は
大
き
く
変

化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
筆
墨
を
中
心
と
す
る
「
模
写
」
か
ら
、文
化
財
の
「
模

写
」
へ
と
い
う
意
識
の
転
換
は
、
明
治
二
十
三
年
以
前

（
一
八
九
〇
）
と
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
写
さ
れ

た
、
制
作
年
の
異
な
る
二
図
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
二
図
は
狩
野
元
信
の《
花
鳥
図
》を
写
し
た
も
の
で
、

明
治
二
十
三
年
以
前
（
Ｐ
30
）
は
元
信
の
筆
様
を
写
す

試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
明
治
四
十
年
（
Ｐ

31
）
は
経
年
変
化
に
よ
る
変
退
色
を
含
ん
だ
全
体
の
雰

囲
気
を
捉
え
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
時
代
傾
向
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
筆
墨
か
ら

経
年
変
化
を
描
く
と
い
う
意
識
の
変
化
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
経
年
変
化
を
写
す
こ
と
自
体
は
、
明

治
二
十
三
年
以
前
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え

ば
、
安
永
八
年
頃
（
一
七
七
九
）
の
田
中
訥
言
に
よ
る

《
賀
茂
祭
草
紙
》（
Ｐ
35
）
は
、
経
年
に
よ
る
絵
具
の
剥

落
を
写
し
て
い
る
。
し
か
し
、
図
様
に
無
関
係
な
余
白

部
分
の
折
れ
や
汚
れ
は
写
し
て
お
ら
ず
、
色
彩
も
古
び

た
色
で
は
な
く
、
絵
具
本
来
の
発
色
を
み
せ
鮮
や
か
で

あ
る
。
ま
た
、
文
化
財
模
写
の
方
法
論
が
形
成
さ
れ
る

以
前
に
お
い
て
は
、
経
年
変
化
は
滲
み
や
擦
れ
を
用
い

て
簡
易
に
描
写
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
経
年
変
化
の
表
現
方
法
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

大
正
か
ら
昭
和
四
十
年
代

　

大
正
に
な
る
と
、
狩
野
派
や
中
国
絵
画
な
ど
に
加

え
、
鎌
倉
以
前
の
仏
画
や
絵
巻
物
と
い
っ
た
よ
り
古
い

時
代
の
日
本
絵
画
や
、
同
時
代
の
東
京
画
壇
の
作
品
な

ど
が
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
模
写
」
を
仕
事
と
し

て
請
け
負
う
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
つ
の
ス
タ

イ
ル
を
突
き
詰
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
多
種
多
様
な
絵

画
を
幅
広
く
描
く
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
実
際
に
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
本
学
の
「
模

写
」
を
主
導
し
た
入
江
波
光
は
、
文
人
画
、
仏
画
、
肉

筆
浮
世
絵
か
ら
同
時
代
の
東
京
画
壇
の
作
品
ま
で
幅
広

く
「
模
写
」
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
絵
画
を
写
す
と
い
う
目
的

意
識
は
日
本
画
専
攻
の
教
育
に
反
映
さ
れ
て
ゆ
き
、
収

蔵
品
の
中
に
絵
手
本
と
し
て
の
「
模
写
」
の
一
群
が
現

れ
る
。
こ
の
絵
手
本
群
は
、
一
つ
の
原
本
か
ら
同
図
の

も
の
が
複
数
制
作
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
、
明
治
時
代
に

収
集
し
た「
模
写
」を
原
本
と
す
る
も
の
が
多
い
。「
模

写
」
か
ら
写
す
こ
と
は
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
「
孫
模
写
」
と
呼
ば
れ
て

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
は
大
正
か
ら

昭
和
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
く
り
や
台
紙
貼
り
な

ど
の
未
調
査
分
を
含
め
る
と
膨
大
な
点
数
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
絵
手
本
は
、
原
本
の
風
格
を
学
ぶ
と
い
う
意

味
で
は
正
確
さ
に
欠
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
一

方
で
学
ぶ
べ
き
要
素
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て
お
り
、
初
学

者
に
と
っ
て
は
課
題
が
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
利
点
が

あ
る
。
例
え
ば
波
光
の
後
に
本
学
で
「
模
写
」
を
指
導

し
た
林
司
馬
の《
鳥
獣
人
物
戯
画
》（
Ｐ
40
）の
抄
出
は
、

筆
勢
や
墨
の
濃
淡
な
ど
、
肉
筆
で
あ
る
が
ゆ
え
に
読
み

取
れ
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
模
写
」
の
絵
手
本
は
運
筆
の
絵
手
本
に
代

わ
る
教
材
と
し
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、
背
景
に
は
筆
墨

法
か
ら
古
画
研
究
へ
と
い
う
基
礎
教
育
の
変
化
が
あ
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る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
お
こ
る
一
方
で
、
師

匠
（
教
員
）
が
描
い
た
絵
を
写
す
と
い
う
学
習
方
法
は

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
、
日
本
画
専
攻

の
中
に
「
模
写
」
を
専
門
的
と
す
る
教
員
が
置
か
れ
、

そ
の
教
員
の
好
み
が
「
模
写
」
の
教
育
に
も
反
映
さ
れ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
明
治
四
十
年
頃
か
ら

収
蔵
品
の
中
で
仏
画
の
存
在
感
が
増
す
が
、
こ
れ
は
法

隆
寺
金
堂
模
写
事
業
に
従
事
し
た
波
光
の
好
み
が
反
映

さ
れ
た
と
い
う
一
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
事
業

　

法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
事
業
は
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
か
ら
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に

か
け
て
行
わ
れ
た
国
内
最
大
規
模
の
文
化
財
模
写
事
業

で
あ
る
。
京
都
か
ら
は
入
江
波
光
、
東
京
か
ら
は
荒
井

寛
方
・
中
村
岳
陵
・
橋
本
明
治
を
迎
え
、
班
ご
と
に
壁

面
を
担
当
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
模
写
事
業
の
大

き
な
特
徴
と
し
て
、
当
時
は
一
般
に
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
昼
光
色
蛍
光
灯
や
機
械
印
刷
な
ど
、
先
端
の
科

学
技
術
が
投
じ
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
京
の

三
班
は
こ
れ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
コ
ロ
タ
イ
プ
写
真

版
を
和
紙
に
刷
っ
た
も
の
の
上
に
直
接
描
き
こ
む
方
法

で
「
模
写
」
を
行
っ
た
。
こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
、
原
本

に
対
し
て
よ
り
正
確
に
写
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
、
波
光
率
い
る
京
都
班
は
、
こ
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印

刷
の
上
に
和
紙
を
敷
き
、
一
か
ら
「
あ
げ
写
し
」
で
描

き
写
す
方
法
を
選
択
し
た
。
さ
ら
に
京
都
班
は「
模
写
」

を
す
る
際
に
白
装
束
を
身
に
付
け
て
お
り
、
単
に
描
き

写
す
こ
と
以
上
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

本
学
の
「
模
写
」
を
考
え
る
上
で
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

模
写
事
業
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
京
都
班
と
東
京
班
の
手
法
の
違
い
は
、
基
底

材
の
材
質
感
や
経
年
変
化
を
ど
の
よ
う
に
写
す
の
か
と

い
う
課
題
に
向
き
合
っ
た
結
果
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
目
的
意
識
は
、研
究
資
料
と
し
て
、

よ
り
実
際
の
状
態
に
近
い
「
模
写
」
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
絹
や
紙
と
異
な
り
、

壁
画
は
日
本
画
家
が
日
常
的
に
用
い
る
基
底
材
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
七
世
紀
頃
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
金

堂
壁
画
に
は
経
年
に
よ
る
剥
落
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
、
金
堂
壁
画
の
「
模
写
」
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
何
の
基
底
材
に
、
ど
の
よ
う
に
写
す
の
か
と
い

う
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
模
写
事

業
の
対
象
と
な
る
文
化
財
の
多
く
は
経
年
に
よ
る
著
し

い
劣
化
や
損
傷
を
伴
っ
て
い
た
り
、
壁
や
木
材
な
ど
特

殊
な
基
底
材
に
描
か
れ
て
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
経
年
変
化
を
含
む
絵
画
の
現
状
や
基

底
材
の
材
質
感
を
写
す
方
法
が
、
文
化
財
の
「
模
写
」

の
表
現
技
法
と
し
て
次
第
に
洗
練
さ
れ
て
い
く
。
こ
の

洗
練
の
過
程
は
、
大
正
か
ら
昭
和
四
十
年
代
、
即
ち
波

光–

司
馬
時
代
の
収
蔵
品
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
《
宮
女
図
》（
Ｐ
33
）
は
カ
ビ
や
汚
れ
な

ど
の
原
作
者
の
作
風
と
は
関
係
の
な
い
部
分
を
丁
寧
に

写
し
取
っ
て
い
る
が
、
文
化
財
模
写
事
業
以
前
に
は
こ

の
よ
う
に
劣
化
に
焦
点
を
当
て
た
写
し
方
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、《
毘
沙
門
天
像
》（
Ｐ
32
）
の
剥

落
の
描
写
を
み
る
と
、
胡
粉
や
染
料
な
ど
で
上
か
ら
描

き
込
ま
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
剥
落
箇
所
を
避
け
て
絵

具
を
塗
る
こ
と
で
、
実
際
の
顔
料
の
重
層
構
造
に
近
い

描
写
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
よ
う
な
方
法
が
定

着
す
る
前
段
階
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
京
都
班
と
し
て
金
堂
壁
画
模
写
事
業
に
従

事
し
、
本
学
の
教
員
と
し
て
「
模
写
」
を
指
導
し
た
林

司
馬
が
、
波
光
が
基
礎
を
築
い
た
本
学
の
「
模
写
」
を

大
成
す
る
。
司
馬
は
《
北
野
天
神
縁
起
》（
Ｐ
35
）
の

よ
う
に
厳
密
に
経
年
変
化
を
写
す
に
留
ま
ら
ず
、
古
画

の
経
て
き
た
時
間
を
写
す
と
い
う
「
さ
び
の
美
」
に
通

じ
る
叙
情
性
を
加
え
た
。
例
え
ば
《
栄
山
寺
八
角
堂
内

陣
柱
絵
》（
Ｐ
36
）
や
《
法
隆
寺
金
堂
六
号
壁
観
音
菩

薩
像
》（
Ｐ
37
）
を
み
る
と
、
経
年
変
化
は
ど
こ
ま
で

写
す
か
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
お
り
、
資
料
と
し
て
の
正

確
性
以
上
に
、
一
枚
の
絵
画
と
し
て
の
仕
上
が
り
が
追

求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
模
写
」
は
多
く
支
持

を
得
て
、
戦
後
の
教
育
改
革
の
中
で
「
模
写
」
だ
け
を

描
く
模
写
研
究
室
を
生
む
。

昭
和
五
十
年
代
か
ら
平
成

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
に
は
「
模
写
」
の
み
を

行
う
模
写
研
究
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
本
学
に
大
学

院
が
設
置
さ
れ
た
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の

履
修
要
項
を
み
る
と
、
絵
画
専
攻
の
中
に
日
本
画
研
究
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室
や
油
画
研
究
室
と
並
ん
で
模
写
研
究
室
の
名
前
が
あ

る
。
こ
の
研
究
室
と
は
、
単
に
場
所
と
し
て
の
意
味
だ

け
で
な
く
履
修
上
の
コ
ー
ス
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ

た
。
で
は
、
大
学
院
が
設
置
さ
れ
る
以
前
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
本
学
特
任
教
授
の
大
野
俊
明
は
、
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
当
時
教
員
を
務
め
て
い
た

林
司
馬
に
よ
り
、「
模
写
」
を
描
く
教
室
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る5
。
実
際
に
本
学
の
要
項
を
み
る

と
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇6
）
で
は
、
日
本
画
科

の
専
攻
実
技
の
科
目
と
し
て
、
造
形
基
礎
の
次
に
水
墨・

模
写
が
あ
る
が
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一7
）
で
は
、

日
本
画
系
列
実
技
の
区
分
の
中
に
造
形
基
礎
、
日
本
画

基
礎
、
絵
画
１
A
～
C
と
模
写
・
水
墨
画
と
い
う
三
科

目
が
あ
り
、
基
礎
で
は
な
く
実
作
の
方
に
振
り
分
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、平
成
十
二
年
度（
二
〇
〇
〇
）に
、

大
学
院
に
新
し
く
保
存
修
復
専
攻
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、「
絵
画
専
攻
模
写
研
究
室
（
保
存
修
復
研

究
室
）」
と
な
り
、
翌
年
に
は
絵
画
専
攻
か
ら
模
写
研

究
室
が
な
く
な
り
、「
保
存
修
復
専
攻
保
存
修
復
研
究

室
１
（
保
存
科
学
）
２
（
模
写
）」
と
な
る
。

　
保
存
修
復
専
攻
は
、
こ
れ
ま
で
模
写
研
究
室
を
担
当

し
て
い
た
教
員
を
中
心
に
、
芸
術
学
・
染
織
な
ど
各

専
攻
か
ら
教
員
を
増
員
す
る
形
で
始
ま
っ
た
。
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
な
る
と
、
絵
画
専
攻
の
中

に
「
日
本
画
研
究
室
一
（
模
写
）」
が
設
け
ら
れ
、
平

成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）ま
で
存
続
し
た
。
こ
の「
日

本
画
研
究
室
一
（
模
写
）」
を
担
当
し
た
の
は
、
保
存

修
復
専
攻
と
同
一
の
教
員
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
当
時
の
「
模
写
」
に
も
、
波
光
と
司
馬
に
よ
っ

て
築
か
れ
た
材
質
感
や
経
年
変
化
を
写
す
「
模
写
」
の

手
法
は
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
絹
に
描
か
れ
た

も
の
を
絹
に
写
す
と
い
う
同
素
材
・
同
技
法
よ
り
も
、

壁
・
板
・
絹
を
紙
に
描
く
技
術
や
、
経
年
に
よ
る
変
退

色
を
絵
画
表
現
に
昇
華
さ
せ
て
い
く
態
度
が
求
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
の
典
型
的
な
「
模
写
」
の
画
題

は
仏
画
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
平
成
二

年
度（
一
九
九
〇
）か
ら
平
成
二
十
六
年
度（
二
〇
一
四
）

に
お
け
る
本
学
の
「
模
写
」
の
修
了
制
作
三
十
五
点
の

う
ち
、
仏
画
の
数
は
二
十
二
点
と
半
数
を
超
え
る
。
本

学
の
例
で
は
な
い
が
『
日
本
絵
画
の
謎
を
解
く
―
東
京

芸
術
大
学
文
化
財
保
存
学
日
本
画
博
士
の
研
究8

』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
模
写
」
十
一
点
の
う
ち
、
仏
教
絵

画
は
八
点
と
過
半
数
を
占
め
る
。
仏
画
の
「
模
写
」
は

明
治
の
文
化
財
模
写
事
業
を
契
機
に
徐
々
に
数
を
増

し
、平
成
に
最
盛
期
を
迎
え
る
と
い
え
る
。
そ
の
他
に
、

文
化
財
指
定
を
受
け
た
名
品
を
写
す
こ
と
が
傾
向
と
し

て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
先
に
挙
げ
た
本
学

修
了
制
作
の
原
本
と
な
っ
た
絵
画
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
文

化
財
指
定
を
受
け
る
か
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、筆
墨
を
中
心
と
す
る
狩
野
派
や
山
水
画
、

詳
細
を
得
な
い
無
名
の
絵
画
、
同
時
代
画
家
の
作
品
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
写
さ
れ
な
く
な
る
。

科
学
技
術
の
発
展

　
「
模
写
」
は
過
去
に
完
成
し
た
技
術
で
あ
る
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
先
に
挙
げ
た
金
堂
壁
画
模
写
事
業
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
科
学
技
術
の
発
展
に

伴
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
複
製
品
の
普
及
以

前
は
、
所
蔵
先
に
行
き
、
実
物
か
ら
直
接
写
す
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
精
度
の
複
製
品

が
一
般
に
普
及
し
始
め
る
と
、
複
製
品
を
使
っ
て
大
学

で
「
模
写
」
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
学
の
制

作
室
と
い
う
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
専
門
用
具
が
必

要
な
截
金
や
、
持
ち
運
び
が
難
し
い
大
型
の
も
の
も
制

作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
複
製
品
の
普
及
に
よ
り
、
実
物
か
ら
写
す
機

会
は
急
速
に
失
わ
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
よ
う
な
原
本
と

の
距
離
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
原
本
に
関
す
る
情
報

自
体
は
拡
充
さ
れ
て
ゆ
く
。
歴
史
研
究
や
科
学
分
析
な

ど
に
加
え
、
赤
外
線
写
真
や
拡
大
に
耐
え
得
る
高
精
細

画
像
な
ど
に
よ
り
、
肉
眼
で
見
る
以
上
の
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

総
合
し
、
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
り

を
み
せ
る
。
し
か
し
、
精
度
の
高
い
複
製
品
と
情
報
を

元
に
制
作
さ
れ
る
厳
密
な
「
模
写
」
は
、
厳
密
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
絵
を
描
く
こ
と
か
ら
の
解
離
が
生
じ
て
い

る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
内
か
ら
国
外
へ

　
大
学
で
「
模
写
」
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
も
、
所
蔵
先
で
絵
画
を
写
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
は
、

場
所
を
国
外
に
変
え
て
継
続
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
林
司

20



室
や
油
画
研
究
室
と
並
ん
で
模
写
研
究
室
の
名
前
が
あ

る
。
こ
の
研
究
室
と
は
、
単
に
場
所
と
し
て
の
意
味
だ

け
で
な
く
履
修
上
の
コ
ー
ス
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ

た
。
で
は
、
大
学
院
が
設
置
さ
れ
る
以
前
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
本
学
特
任
教
授
の
大
野
俊
明
は
、
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
当
時
教
員
を
務
め
て
い
た

林
司
馬
に
よ
り
、「
模
写
」
を
描
く
教
室
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る5
。
実
際
に
本
学
の
要
項
を
み
る

と
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇6
）
で
は
、
日
本
画
科

の
専
攻
実
技
の
科
目
と
し
て
、
造
形
基
礎
の
次
に
水
墨・

模
写
が
あ
る
が
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一7
）
で
は
、

日
本
画
系
列
実
技
の
区
分
の
中
に
造
形
基
礎
、
日
本
画

基
礎
、
絵
画
１
A
～
C
と
模
写
・
水
墨
画
と
い
う
三
科

目
が
あ
り
、
基
礎
で
は
な
く
実
作
の
方
に
振
り
分
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、平
成
十
二
年
度（
二
〇
〇
〇
）に
、

大
学
院
に
新
し
く
保
存
修
復
専
攻
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、「
絵
画
専
攻
模
写
研
究
室
（
保
存
修
復
研

究
室
）」
と
な
り
、
翌
年
に
は
絵
画
専
攻
か
ら
模
写
研

究
室
が
な
く
な
り
、「
保
存
修
復
専
攻
保
存
修
復
研
究

室
１
（
保
存
科
学
）
２
（
模
写
）」
と
な
る
。

　
保
存
修
復
専
攻
は
、
こ
れ
ま
で
模
写
研
究
室
を
担
当

し
て
い
た
教
員
を
中
心
に
、
芸
術
学
・
染
織
な
ど
各

専
攻
か
ら
教
員
を
増
員
す
る
形
で
始
ま
っ
た
。
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
な
る
と
、
絵
画
専
攻
の
中

に
「
日
本
画
研
究
室
一
（
模
写
）」
が
設
け
ら
れ
、
平

成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）ま
で
存
続
し
た
。
こ
の「
日

本
画
研
究
室
一
（
模
写
）」
を
担
当
し
た
の
は
、
保
存

修
復
専
攻
と
同
一
の
教
員
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
当
時
の
「
模
写
」
に
も
、
波
光
と
司
馬
に
よ
っ

て
築
か
れ
た
材
質
感
や
経
年
変
化
を
写
す
「
模
写
」
の

手
法
は
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
絹
に
描
か
れ
た

も
の
を
絹
に
写
す
と
い
う
同
素
材
・
同
技
法
よ
り
も
、

壁
・
板
・
絹
を
紙
に
描
く
技
術
や
、
経
年
に
よ
る
変
退

色
を
絵
画
表
現
に
昇
華
さ
せ
て
い
く
態
度
が
求
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
の
典
型
的
な
「
模
写
」
の
画
題

は
仏
画
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
平
成
二

年
度（
一
九
九
〇
）か
ら
平
成
二
十
六
年
度（
二
〇
一
四
）

に
お
け
る
本
学
の
「
模
写
」
の
修
了
制
作
三
十
五
点
の

う
ち
、
仏
画
の
数
は
二
十
二
点
と
半
数
を
超
え
る
。
本

学
の
例
で
は
な
い
が
『
日
本
絵
画
の
謎
を
解
く
―
東
京

芸
術
大
学
文
化
財
保
存
学
日
本
画
博
士
の
研
究8

』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
模
写
」
十
一
点
の
う
ち
、
仏
教
絵

画
は
八
点
と
過
半
数
を
占
め
る
。
仏
画
の
「
模
写
」
は

明
治
の
文
化
財
模
写
事
業
を
契
機
に
徐
々
に
数
を
増

し
、平
成
に
最
盛
期
を
迎
え
る
と
い
え
る
。
そ
の
他
に
、

文
化
財
指
定
を
受
け
た
名
品
を
写
す
こ
と
が
傾
向
と
し

て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
先
に
挙
げ
た
本
学

修
了
制
作
の
原
本
と
な
っ
た
絵
画
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
文

化
財
指
定
を
受
け
る
か
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、筆
墨
を
中
心
と
す
る
狩
野
派
や
山
水
画
、

詳
細
を
得
な
い
無
名
の
絵
画
、
同
時
代
画
家
の
作
品
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
写
さ
れ
な
く
な
る
。

科
学
技
術
の
発
展

　
「
模
写
」
は
過
去
に
完
成
し
た
技
術
で
あ
る
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
先
に
挙
げ
た
金
堂
壁
画
模
写
事
業
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
科
学
技
術
の
発
展
に

伴
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
複
製
品
の
普
及
以

前
は
、
所
蔵
先
に
行
き
、
実
物
か
ら
直
接
写
す
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
精
度
の
複
製
品

が
一
般
に
普
及
し
始
め
る
と
、
複
製
品
を
使
っ
て
大
学

で
「
模
写
」
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
学
の
制

作
室
と
い
う
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
専
門
用
具
が
必

要
な
截
金
や
、
持
ち
運
び
が
難
し
い
大
型
の
も
の
も
制

作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
複
製
品
の
普
及
に
よ
り
、
実
物
か
ら
写
す
機

会
は
急
速
に
失
わ
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
よ
う
な
原
本
と

の
距
離
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
原
本
に
関
す
る
情
報

自
体
は
拡
充
さ
れ
て
ゆ
く
。
歴
史
研
究
や
科
学
分
析
な

ど
に
加
え
、
赤
外
線
写
真
や
拡
大
に
耐
え
得
る
高
精
細

画
像
な
ど
に
よ
り
、
肉
眼
で
見
る
以
上
の
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

総
合
し
、
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
り

を
み
せ
る
。
し
か
し
、
精
度
の
高
い
複
製
品
と
情
報
を

元
に
制
作
さ
れ
る
厳
密
な
「
模
写
」
は
、
厳
密
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
絵
を
描
く
こ
と
か
ら
の
解
離
が
生
じ
て
い

る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
内
か
ら
国
外
へ

　
大
学
で
「
模
写
」
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
も
、
所
蔵
先
で
絵
画
を
写
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
は
、

場
所
を
国
外
に
変
え
て
継
続
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
林
司

馬
の
後
に
「
模
写
」
の
教
員
を
務
め
た
岩
井
弘
は
、
イ

タ
リ
ア
に
赴
い
て
日
本
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
ト
マ
ソ
・
ダ
・
モ
デ
ナ
の
《
殉
教
の
図
》（
Ｐ
38
）

を
「
模
写
」
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
模
写
事
業

に
従
事
し
た
木
下
章
は
、
東
京
で
こ
の
「
模
写
」
を
み

た
前
田
常
作
が
「
京
都
芸
大
班
が
模
写
し
て
来
た
ト
ー

マ
ソ
・
ダ
・
モ
デ
ナ
の
フ
レ
ス
コ
画
は
、
私
は
こ
の
画

家
の
名
前
も
作
品
も
知
ら
ず
、
こ
の
模
写
展
を
通
し
て

初
め
て
教
え
ら
れ
た9

」
と
批
評
し
た
こ
と
を
回
想
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
個
人
の
海
外
渡
航
の
一
般
化
を

追
い
風
に
、
希
少
性
の
高
い
国
外
の
絵
画
が
収
集
の
対

象
に
な
っ
て
い
っ
た
。

お
わ
り
に

　
駆
け
足
で
は
あ
る
が
、
近
世
か
ら
平
成
ま
で
の
「
模

写
」
の
変
遷
を
概
観
し
た
。
こ
れ
を
要
約
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
近
世
か
ら
明
治
は
、
原
本
と
同
じ
方
法

で
写
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
心
に

あ
る
の
は
筆
墨
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
複
製
技
術
が
未

発
達
で
あ
っ
た
た
め
、「
模
写
」
は
代
用
品
や
資
料
と

し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　
明
治
二
十
三
年
に
文
化
財
を
対
象
と
し
た
模
写
事
業

が
起
こ
る
と
、「
模
写
」
は
第
一
の
転
換
を
迎
え
る
。

こ
れ
以
降
、
壁
や
板
な
ど
の
材
質
感
や
経
年
変
化
を
含

め
た
絵
画
の
現
状
が
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

そ
の
手
法
は
徐
々
に
洗
練
さ
れ
て
ゆ
き
、「
さ
び
の
美
」

の
よ
う
な
絵
画
表
現
に
通
じ
る
解
釈
の
余
地
を
取
り
入

れ
つ
つ
、
戦
後
の
教
育
改
革
の
中
で
模
写
研
究
室
と
い

う
形
を
取
る
ま
で
に
隆
盛
す
る
。

　
第
二
の
転
換
は
、
昭
和
五
十
年
前
後
と
い
え
る
。
科

学
技
術
の
急
速
な
発
展
と
関
連
情
報
の
拡
充
に
伴
い
、

原
本
で
は
な
く
高
い
精
度
の
複
製
品
か
ら
写
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、「
模
写
」
の
描
写
は
よ
り
正

確
な
も
の
と
な
り
、
情
報
を
総
合
し
て
原
本
に
迫
る
こ

と
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
複
製
品
が
普
及
し
た
こ
と
で

大
学
で
の
制
作
が
可
能
に
な
り
、
専
門
的
な
設
備
を
必

要
と
す
る
制
作
・
研
究
が
活
発
に
な
る
。
そ
の
他
に
、

昭
和
五
十
年
前
後
を
境
に
収
蔵
品
の
「
模
写
」
の
表
装

は
、軸
装
か
ら
額
装
に
一
変
す
る
こ
と
も
挙
げ
て
お
く
。

　

こ
の
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
も
の
の
代
表
に
み
え
る

「
模
写
」
は
、
実
際
に
は
極
め
て
歴
史
的
な
産
物
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
時
代
性
だ
け
で
な
く
、

何
を
写
す
の
か
と
い
う
目
的
意
識
と
、
ど
の
よ
う
に
写

す
の
か
と
い
う
技
術
の
選
択
に
よ
り
生
ま
れ
る
差
異
だ

と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
「
模
写
」
の
多
様
さ
を
明
確

に
し
、
改
め
て
そ
の
目
的
と
方
法
を
主
体
的
に
選
択
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
収
蔵
品
を
具
体
例
に
、

本
学
に
お
け
る
「
模
写
」
の
変
遷
を
読
む
こ
と
で
、
こ

の
よ
う
な
本
学
の
歴
史
が
、
人
の
手
で
写
す
こ
と
を
通

し
て
伝
わ
り
ゆ
く
こ
と
を
願
う
。

注１ 

本
稿
で
は
写
さ
れ
た
絵
画
の
総
称
と
し
て
、
最
も
普
及
し
て
い
る
「
模
写
」

と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
。
し
か
し
本
来
、
模
写
と
は
敷
き
写
し
（
あ
げ
写
し
）

の
こ
と
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
本
学
で
は
主
に
敷
き
写
し
を
行
っ
て
い
た
の
で

実
態
に
即
し
た
呼
称
と
い
え
る
が
、
写
さ
れ
た
絵
画
の
中
に
は
、
絵
を
見
な
が

ら
写
す
臨
写
の
よ
う
に
、
敷
き
写
し
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
。
手
法
を
特
定
す

る
「
模
写
」
と
い
う
言
葉
を
総
称
と
す
る
こ
と
は
、
写
さ
れ
た
絵
画
を
分
類
す

る
上
で
の
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、模
写・臨
写・

敷
き
写
し
な
ど
に
共
通
す
る
「
写
」
の
字
を
取
り
、「
写
（
う
つ
）
し
」
ま
た
は

「
写
本
」
と
い
う
言
葉
を
総
称
と
し
て
採
用
し
た
か
っ
た
が
、
本
稿
で
は
普
及
し

て
い
る
模
写
と
い
う
言
葉
に
「
」
を
付
け
て
「
模
写
」
を
総
称
と
し
た
。

２ 

謝
赫
、「
古
画
品
録
序
」、『
画
品
叢
書
』、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
昭
和

五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

３ 

幸
野
楳
嶺
、「
修
画
綱
要
」、『
幸
野
楳
嶺　
習
画
篇
』、
芸
艸
堂
、
昭
和
三
十

年
（
一
九
五
五
）、
七
十
三
頁

４ 

横
山
大
観
、「
古
画
模
写
時
代 

２
栖
鳳
さ
ん
と
私
」、『
大
観
自
伝
』、講
談
社
、

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）、
三
十
六
頁

５ 

本
学
の
特
任
教
授
で
あ
る
大
野
俊
明
は
「
模
写
室
」
の
第
一
期
生
で
あ
る
。

大
野
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
年
に
京
都
市
美
術
大
学
の
日
本
画
科
に

入
学
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
日
本
画
の
中
の
一
室
が
模

写
専
門
の
制
作
室
に
な
り
、「
模
写
」
の
提
出
に
よ
り
学
位
を
取
得
し
た
学
生

が
出
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

６ 

『
学
生
必
携
』、
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
、
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）、
二
十
六
頁

７ 『
履
修
要
項
』、
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
八
頁 

８
『
日
本
絵
画
の
謎
を
解
く–

東
京
芸
術
大
学
文
化
財
保
存
学
日
本
画
博
士
の

研
究
』、
東
京
藝
術
大
学
出
版
会
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

９ 

木
下
章
、「
イ
タ
リ
ア・フ
レ
ス
コ
壁
画
の
模
写
を
終
っ
て　
ト
ー
マ
ソ・ダ・

モ
デ
ナ
に
つ
い
て
」、『
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
研
究
紀
要　
第
二
十

号
』、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
四
）、
五
十
八
頁
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1 狩野探幽　日観子温《葡萄図》 
41.0×57.3cm （江戸） 　軸

模
写･

手
本
・
資
料

う
つ
し
二
〇
選

ダ
ブ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
名
画

狩
野
探
幽
は
狩
野
永
徳
の
孫

で
狩
野
孝
信
の
長
男
。
室
町

時
代
か
ら
御
用
絵
師
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
狩
野
派

を
江
戸
初
期
に
お
い
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
ま
た

膨
大
な
鑑
定
依
頼
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
時
代
最
も

多
く
の
名
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
で
も
あ
っ

た
。
南
宋
時
代
の
画
僧
日
観
は
水
墨
の
葡
萄
図
で
有
名

で
、
そ
の
名
を
記
し
た
作
品
は
日
本
に
も
数
多
く
存
在

す
る
。
本
作
品
は
日
観
の
模
写
に
探
幽
の
通
称
で
あ

る｢

采
女｣

の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
現
在
知

ら
れ
て
い
る
基
準
印
と
は
一
致
し
な
い
）。
ブ
ラ
ン
ド

品
で
あ
る
日
観
の
葡
萄
図
は
模
写
や
偽
物
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
あ
え
て
そ
こ
に
探
幽
と
い
う
日
本
最
高
の
ブ

ラ
ン
ド
画
家
の
印
を
押
し
て
あ
る
の
は
、
曖
昧
な
オ
リ

ジ
ナ
ル
よ
り
確
か
な
模
写
の
方
が
良
い
と
い
う
価
値

観
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。
模
写
が
美
術
鑑
賞
文

化
の
中
で
、
真
偽
と
い
う
白
黒
の
間
に
複
雑
な
階
調

を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。（
田
島
）

狩野探幽《葡萄図》
Kano Tannyu 1
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2_1 円山応挙　仇英《金谷園図》知恩院
195.0×117.0cm （江戸）　軸
2_2 円山応挙　仇英《桃李園図》知恩院
195.0×117.0cm （江戸）　軸

写
真
な
き
時
代
の
情
報
記
録

円
山
応
挙
は
写
生
画
の
祖
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
は
じ
め

は
中
国
画
の
模
写
で
頭
角
を

現
し
た
。
原
本
と
見
分
け
が

つ
か
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
た
め
、
中
国
画
に
憧
れ
る
宮
廷

人
脈
の
目
に
と
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
応
挙
の
中

国
画
学
習
の
一
端
を
伝
え
る
の
が
本
作
で
あ
る
。
明

時
代
の
画
家
仇
英
《
金
谷
園
・
桃
李
園
図
》（
知
恩
院

蔵･

重
要
文
化
財
）
を
写
し
た
こ
の
図
は
、
画
家
が
絵

の
デ
ー
タ
を
正
し
く
、
く
ま
な
く
か
つ
効
率
的
に
収

集･

記
録
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
寸
大
で
図

様
を
写
し
、
彩
色
は
淡
彩
で
行
い
、
注
意
を
要
す
る
色

は
絵
具
名
を
文
字
で
記
録
す
る
。
原
本
で
特
徴
的
な
屋

根
を
覆
う
布
は
白
く
抜
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
よ
く

見
る
と
模
様
の
パ
タ
ー
ン
を
一
部
だ
け
描
き
残
り
を

以
下
同
様
と
し
て
、
写
す
作
業
を
省
力
化
し
て
い
る
事

が
わ
か
る
。
写
し
で
あ
る
と
と
も
に
、
再
現
の
た
め
必

要
十
分
な
情
報
を
備
え
た
設
計
図
で
も
あ
る
。（
田
島
）

円山応挙《金谷園図》《桃李園図》
Maruyama Okyo 2

２ １
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3 雨森白水　呉春《三十六歌仙図巻》逸翁美術館
39.0×962.6cm（文化 9）　巻子

飄
々
と
し
た
筆
致

三
十
六
歌
仙
の
図
は
「
歌
仙

絵
」
と
呼
ば
れ
、
晩
秋
京
都

国
立
博
物
館
で
も
特
別
展
が

開
か
れ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
の
佐
竹
本
を
は
じ
め
多

く
の
作
品
が
作
ら
れ
て
き
た
。
四
条
派
の
祖
呉
春
が
描

い
た
本
作
品
の
原
本
の
特
徴
は
、
途
中
ま
で
通
常
の
歌

仙
絵
の
よ
う
に
す
ま
し
た
姿
で
描
か
れ
る
が
、
途
中
か

ら
御
座
敷
遊
び
に
興
じ
る
く
だ
け
た
様
子
に
転
じ
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
模
写
し
た
雨
森
白
水
は
呉
春
の
弟
景

文
に
学
ん
だ
四
条
派
の
画
家
で
、
い
わ
ば
孫
弟
子
。
呉

春
の
飄
々
と
し
た
筆
致
を
と
ら
え
て
写
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
淡
彩
で
筆
の
勢
い
の
あ
る
絵
は
、
時
間
を
か

け
て
正
確
に
写
し
取
っ
て
い
く
近
代
の
模
写
と
は
相
性

が
悪
く
、
模
写
対
象
と
し
て
ほ
と
ん
ど
選
ば
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
近
時
、
運
筆
教
育
の
再
評
価
や
四

条
派
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ
り
、
こ
の
タ
イ
プ
の
模

写
も
復
活
し
て
来
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（
田
島
）

雨森白水《三十六歌仙図巻》
Amenomori Hakusui 3
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4_1 田能村直入　沈宗騫《自家法江上嵐光図 李営邱雪意》
54.3×45.5cm（江戸明治）　軸　沈宗騫画倣古小幀合装八軸
4_2 田能村直入　沈宗騫《倪雲林剰水浅山図 董北苑春山屏風意》
54.4×45.6cm（江戸明治）　軸　沈宗騫画倣古小幀合装八軸

名
画
の
作
風
の
編
集

古
画
学
習
を
作
画
に
生
か

し
た
作
品
に
、「
仿
〇
〇
」、

「
〇
〇
筆
意
」
な
ど
と
記
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

著
名
な
画
家
の
作
風
に｢

仿な
ら

う｣

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
作
風
を
写
し
て
は
い
る
が

模
写
と
は
少
し
違
う
。
過
去
の
名
画
の
真
筆
は
あ
ま

り
に
希
少
で
、
そ
の
写
し
も
玉
石
混
淆
。
そ
こ
で
著

名
画
家
の
特
徴
的
な
画
風
を
一
定
の
規
格
に
編
集
し

た
仿
古
画
帖
や
仿
古
図
巻
と
言
わ
れ
る
「
名
画
集
」
が

後
世
の
画
家
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
作
ら
れ
た
。
そ
う

し
た
画
集
は
重
宝
な
の
で
さ
ら
に
模
写
さ
れ
広
が
る

こ
と
に
な
る
。
本
作
品
は
清
の
画
家
沈
宗
騫
が
様
々

な
画
人
の
ス
タ
イ
ル
で
山
水
画
を
描
き
分
け
た
八
幅

十
六
図
を
、
日
本
の
南
画
家
田
能
村
直
入
が
模
写
し

た
も
の
。
倪
雲
林
、
董
源
な
ど
の
著
名
画
家
の
名
が

賛
に
記
さ
れ
、
誰
の
ス
タ
イ
ル
か
明
示
さ
れ
て
い
る
。

右
上
の
図
に
は
そ
れ
が
無
く
、
沈
宗
騫
自
身
の
作
風

を
あ
え
て
示
す
た
め
に
作
ら
れ
た
よ
う
だ
。（
田
島
）

田能村直入
《自家法江上嵐光図 李営邱雪意》
《倪雲林剰水浅山図 董北苑春山屏風意》

Tanomura Chokunyu

4

２ １
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岐美竹涯《香厳撃竹図》
花井抱甕《大満送大智》
Michiyoshi Chikugai / Hanai Hoyo

襖
絵
を
掛
軸
に

ー
原
寸
大
図
書
資
料

本
学
の
模
写
の
多
く
は
、

収
集
当
時
は
図
書
資
料
と
い
う
扱
い
だ
っ
た
。
今
日

で
は
芸
術
資
料
館
で
鑑
賞
す
る
美
術
作
品
と
な
っ
て

い
る
が
、
当
時
は
図
書
館
で
閲
覧
す
る
画
集
の
役

割｢

複
製
を
通
じ
た
鑑
賞｣

を
提
供
す
る
も
の
だ
っ

た
。
大
徳
寺
大
仙
院
の
障
壁
画
と
し
て
有
名
な
狩

野
元
信
の
祖
師
図
を
写
し
掛
軸
に
し
た
本
作
は
、
そ

う
し
た
目
的
で
収
集
さ
れ
た
初
期
の
も
の
。
こ
の

時
期
の
模
写
で
特
に
大
切
に
さ
れ
た
の
は
筆
法
で
あ

る
。
単
に
図
柄
を
写
す
の
で
は
な
く
、
狩
野
元
信

の
筆
遣
い
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
明
治
時
代

の
絵
画
学
習
で
運
筆
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
線
も
「
塗
り
」
で
再
現
す
る
後
代

の
模
写
に
は
な
い
画
力
が
感
じ
ら
れ
る
。（
田
島
）

5

5_1 岐美竹涯　狩野元信《香厳撃竹図》《大徳寺大仙院方丈旧襖絵》東京国立博物館
173.3×136.5cm（明治 31）　軸　祖師図　５幅組
5_2 花井抱甕　狩野元信《大満送大智》《大徳寺大仙院方丈旧襖絵》東京国立博物館
173.3×136.5cm（明治 31）　軸　祖師図　５幅組

入江波光《人物図》
Irie Hako

２ １
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入江波光《人物図》
Irie Hako

上
手
す
ぎ
て
危
険

模
写
は
学
習
・
研
究
・
普
及

の
た
め
古
今
の
絵
画
文
化

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
ダ
ー
ク
サ

イ
ド
と
し
て
贋
作
の
歴
史
が

あ
る
。
近
代
の
模
写
は
文
化

財
と
し
て
価
値
の
あ
る
も
の
、
言
い
換
え
れ
ば
誰
で
も

知
っ
て
い
る
も
の
を
写
す
こ
と
が
多
い
た
め
、
模
写
を

真
作
と
見
ま
が
う
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
優
れ
た
力

量
を
持
っ
た
画
家
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
を

模
写
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。入
江
波
光
は
言
っ
て
い
る
。

　

博
物
館
の
鑑
査
員
程
度
の
目
に
、
ほ
ん
も
の
だ
と
思

　
い
こ
ま
せ
る
偽
ぶ
つ
を
作
る
こ
と
は
容
易
で
す
。
あ
の

　
人
た
ち
の
目
と
頭
を
、
い
っ
ぺ
ん
か
ら
か
っ
て
見
た
い

　
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
知
識
だ
け
が
、
た
よ
り
の

　
人
た
ち
を
、瞞
す
く
ら
い
容
易
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
…

本
作
品
は
円
山
応
挙
の
弟
子
山
口
素
絢
の
模
写
で
あ
る

が
、
そ
の
原
本
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
素
絢
と
波

光
は
百
年
ほ
ど
し
か
年
代
差
が
な
い
た
め
材
質
技
法
も

近
い
。
そ
の
た
め
模
写
と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
素
絢
の
作

品
と
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
落
款
の
比
較
か
ら
写
し

で
あ
る
事
は
確
認
で
き
る
が
、
調
査
の
時
に
先
の
波

光
の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
作
品
で
あ
る
。（
田
島
）

6 入江波光　山口素絢《人物図》
42.7×53.3cm（明治 45）　軸

6
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現
代
の
作
品
も
模
写

現
在
の
本
学
の
日
本
画
専

攻
で
模
写
を
行
う
コ
ー
ス

を
「
古
画
研
究
室
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
、
今
は
模
写
と
言
え

ば
そ
の
対
象
は
古
画
と
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
本

学
の
模
写
資
料
に
は
近
代
画
家
の
模
写
も
数
多
く
存

在
す
る
。
そ
れ
を
写
す
画
家
に
と
っ
て
は
現
代
作
品

に
相
当
す
る
。
考
え
て
み
れ
ば
今
の
画
家
も
同
時
代

の
絵
を
参
考
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
良
質
な
写
真

の
な
い
時
代
こ
う
し
た
模
写
に
需
要
が
あ
っ
た
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。
原
本
の
作
者
は
明
治
の
日
本
画

界
の
巨
匠
橋
本
雅
邦
。
狩
野
派
の
名
門
木
挽
町
狩
野

家
に
学
び
、
東
京
で
活
躍
。
東
京
美
術
学
校
で
教
鞭

を
執
り
横
山
大
観
や
菱
田
春
草
ら
を
育
て
た
。
明
治

二
十
八
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
博
覧

会
に
出
品
さ
れ
た
雅
邦
の
絵
は
、
京
都
の
若
手
画
家
た

ち
に
衝
撃
を
与
え
、
当
時
幸
野
楳
嶺
に
学
ん
で
い
た
川

合
玉
堂
を
東
京
に
奔
ら
せ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。（
田
島
）

入江波光《月夜山水》
Irie Hako

7 入江波光　橋本雅邦《月夜山水》東京藝術大学
81.0×135.3cm（明治 43）　軸

7村上華岳《釈迦成道図》
Murakami Kagaku
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に
じ
み
出
す
華
岳
の
個
性

村
上
華
岳
は
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
国
画
創
作
協
会
等

で
活
躍
。
そ
の
作
風
は
風

景
、
人
物
、
山
水
、
仏
画
い
ず
れ
も
高
い
精
神
性
を
見

せ
る
。
彼
が
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
し
て

間
も
な
い
頃
は
若
手
の
画
家
を
動
員
し
て
多
く
の
模

写
が
作
ら
れ
た
時
代
で
、
華
岳
の
模
写
も
数
点
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
本
作
品
で

あ
る
。《
釈
迦
成
道
図
》
と
命
名
さ
れ
て
い
る
が
、
東

京
藝
術
大
学
に
収
蔵
さ
れ
る
原
本
は
《
三
十
五
懺
悔

仏
》
と
な
っ
て
お
り
十
七–

十
八
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
仏

画
と
い
う
。
原
本
は
麻
に
描
か
れ
薄
く
か
す
れ
た
風
合

い
な
の
に
対
し
、
本
作
品
の
筆
致
は
強
く
、
仏
に
存
在

感
が
あ
る
と
こ
ろ
は
後
年
の
仏
画
に
通
ず
る
。
さ
ら
に

注
目
さ
れ
る
の
が
所
々
に
使
わ
れ
る
グ
レ
ー
の
絵
具

で
、
こ
れ
は
卒
業
制
作
《
二
月
の
頃
》
に
も
あ
り
、
後

年
の
作
品
で
も
見
ら
れ
る
華
岳
に
特
徴
的
な
彩
色
で

あ
る
。
題
材
、
描
法
両
面
か
ら
、
模
写
で
あ
り
な
が

ら
紛
れ
も
な
い
華
岳
作
品
と
な
っ
て
い
る
。（
田
島
）

村上華岳《釈迦成道図》
Murakami Kagaku

8 村上華岳《釈迦成道図》東京藝術大学
71.3×52.9cm（大正元）　軸

8
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同
じ
も
の
を
写
し
て
も

本
学
芸
術
資
料
館
に
は
、
異
な

る
時
期
に
写
さ
れ
た
二
つ
の
狩

野
元
信
筆
《
花
鳥
図
》
が
あ
る
。

１
は
、
お
そ
ら
く
明
治

二
十
三
年
以
前
（
一
八
九
〇
）
に
描
か
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
収
蔵
品
目
録
上
の
制
作
年

は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
な
の
で
あ
る
が
、
京

都
画
学
校
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
か
ら
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
に

は
既
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る

（
以
下
、
明
治
二
十
三
年
本
）。
明
治
二
十
三
年
本
は
大

仙
院
の
檀
那
の
間
の
襖
八
枚
を
原
寸
大
で
丸
ご
と
写
し

た
力
作
で
あ
る
。
明
治
以
前
、
襖
絵
な
ど
の
大
き
な
絵

画
を
写
す
場
合
は
、
縮
図
や
小
下
絵
な
ど
が
一
般
的
な

方
法
で
あ
っ
た
。
一
室
全
て
を
写
す
と
い
う
態
度
か
ら

は
、
価
値
の
あ
る
名
画
を
資
料
と
し
て
収
集
し
、
学

校
で
研
究
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
窺
え
る
。
２
は
明
治

四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の
も
の
（
以
下
、
明
治
四
十
年

本
）
で
、八
枚
中
二
枚
の
み
を
原
寸
大
で
写
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
二
図
は
一
見
す
る
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、

同
じ
で
あ
る
が
故
に
、
目
的
意
識
の
違
い
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
全
体
を
見
比
べ
る
と
、
１
の
明

治
二
十
三
年
本
に
は
襖
の
引
手
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、

２
の
明
治
四
十
年
本
に
は
引
手
が
描
か
れ
て
い
る
。
画

面
下
部
を
み
る
と
、
１
の
明
治
二
十
三
年
本
に
描
か
れ

た
笹
の
葉
は
緑
だ
が
、
２
の
明
治
四
十
年
本
で
は
経
年

作者不詳
《花鳥図》

Unknown
9

9_1 作者不詳　狩野元信《花鳥図》大徳寺大仙院
172.0×140.7cm（明治 32）　軸　112530002004（旧台帳番号 S1300）8 幅組
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9_2 作者不詳　狩野元信《花鳥図》大徳寺大仙院
172.5×138.0cm（明治 40）　軸　118410001002（旧台帳番号 S1842）2 幅組

に
よ
っ
て
変
化
し
た
後
の
焼
け
た
色
が
塗
ら
れ
て
お
り
、

隣
の
花
弁
も
赤
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
四
十

年
本
に
つ
い
て
は
、
全
体
に
古
色
が
塗
ら
れ
て
い
る
。

次
に
拡
大
し
た
部
分
を
み
て
み
よ
う
。
松
の
枝
に
注
目

す
る
と
、
１
の
明
治
二
十
三
年
本
は
筆
の
打
ち
込
み
や

転
折
な
ど
が
作
る
枝
の
実
体
感
が
あ
る
が
、
２
の
明
治

四
十
年
本
は
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
し
て
少
し
頼
り
な
い
。

更
に
背
後
の
岩
肌
の
皴
を
み
る
と
、
１
の
明
治
二
十
三

年
本
は
一
筆
一
筆
か
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
２
の
明

治
四
十
年
本
は
面
的
に
塗
る
意
識
が
強
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
１
の
明
治
二
十
三
年
本
は
、
あ
る
程
度

筆
墨
法
を
習
得
し
た
者
の
手
に
よ
り
写
さ
れ
た
も
の
で
、

元
信
の
筆
様
を
捉
え
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
２
の
明
治
四
十
年

本
は
、
引
手
や
古
色
と
い
っ
た
、
経
年
変
化
を
含
む
全
体

の
雰
囲
気
を
写
す
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
比
べ
て
み
る
こ
と
で
、
目
的
意
識
の
違
い
や
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
表
現
技
法
の
差
異
が
鮮
明
に
な
り
、
た

と
え
同
じ
も
の
を
写
し
て
も
、
描
き
手
の
目
的
意
識
に
よ

り
仕
上
が
り
も
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
本
学
芸
術
資
料
館
の
収
蔵
品
に
直
接
関
係
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
京
都
国
立
博
物
館
に
も
菊
池
芳
文

に
よ
る
同
図
の
写
し
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明

治
二
十
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
京
都
美
術
雑
誌　

第
一

号
』
に
は
、
元
信
の
《
花
鳥
図
》
の
記
事
が
組
ま
れ
て
お

り
、
巻
末
に
は
望
月
玉
泉
の
縮
図
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
期
に
お
け
る
狩
野
派
の
支
持
の
根
強
さ
と
、《
花
鳥

図
》
が
規
範
的
な
作
品
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。（
小
林
）

２
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本
物
よ
り
作
品
ら
し
い

平
安
中
期
に
創
建
さ
れ
た
密

教
寺
院
醍
醐
寺
に
は
、
貴
重

な
仏
画
の
粉
本
が
多
く
蔵
さ

れ
る
。
本
図
の
原
本
は
鎌
倉
時
代
の
画
僧
信
海
に
よ
る

も
の
で
、
薄
い
紙
に
墨
で
毘
沙
門
天
の
図
像
が
描
か

れ
る
。
折
り
た
た
ん
で
保
存
さ
れ
た
め
折
れ
目
が
破

れ
欠
損
し
て
い
る
。
現
在
は
高
度
な
修
理
に
よ
り
汚
れ

や
傷
み
が
目
立
た
ず
、
粉
本
ら
し
い
姿
と
な
っ
て
い
る

が
、
華
香
が
模
写
し
た
時
点
で
は
も
っ
と
状
態
が
悪

か
っ
た
よ
う
だ
。
古
色
の
つ
い
た
状
態
を
重
厚
な
グ

レ
ー
の
ト
ー
ン
で
表
現
し
て
い
る
。
本
学
収
蔵
の
模
写

は
、
入
江
波
光
や
林
司
馬
の
よ
う
な
模
写
を
主
と
し

た
画
家
か
、
若
手
画
家
に
よ
る
も
の
が
多
い
が
、
都

路
華
香
は
幸
野
楳
嶺
門
下
の
四
天
王
に
も
数
え
ら
れ

る
著
名
画
家
で
あ
り
、
昭
和
五
年
は
そ
の
最
晩
年
で
校

長
を
務
め
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
そ
の
た
め
本
作
品

も
堂
々
と
し
た
趣
が
あ
り
、
粉
本
と
い
う
よ
り
華
香
の

作
品
そ
の
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。（
田
島
）

都路華香《毘沙門天像》
Tsuji Kako 10

10 都路華香　信海《毘沙門天像》醍醐寺
135.5×57.7cm（昭和 5）　軸
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汚
れ
を
写
す

模
写
対
象
と
な
る
古
画
は
た

い
て
い
傷
ん
で
い
る
。
欠

損
、
剥
落
、
シ
ミ
、
変
色
。

現
代
の
現
状
模
写
で
は
そ
れ

ら
を
リ
ア
ル
に
描
写
す
る
技
術
が
非
常
に
発
達
し
て
い

る
。
一
方
、
江
戸
時
代
以
前
の
模
写
で
も
傷
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
わ
か
る
よ
う
に
描
く
こ
と
は
あ
る
が
、
原

作
者
の
意
図
と
は
関
係
な
く
生
じ
た
美
観
を
損
ね
る

汚
れ
を
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
に
は
意
味
を
見
出
し

て
い
な
か
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
模

写
さ
れ
た
本
作
品
で
は
、
保
存
状
態
の
悪
さ
に
起
因
す

る
茶
色
の
斑
点
を
画
面
全
体
に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
描

き
込
ん
で
い
る
。
ま
た
左
幅
の
上
部
に
水
平
に
見
え
る

雲
状
の
モ
ヤ
モ
ヤ
は
、
巻
い
た
状
態
で
ぬ
れ
た
こ
と
で

発
生
し
た
シ
ミ
を
表
現
し
た
も
の
か
。
い
ず
れ
も
原
作

者
で
あ
る
何
龍
と
い
う
画
家
の
研
究
に
は
無
用
な
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
模
写
対
象
に
対
す
る
意
識
が
、「
原

作
者
の
作
品
」
か
ら
「
時
代
を
刻
ん
だ
文
化
財
」
へ
と

大
き
く
転
換
し
た
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
汚
れ

を
再
現
す
る
技
術
が
ま
だ
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
、
新
し
い
模
写
の
始
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
。（
田
島
）

入江波光・徳田隣斎
《宮女図》

Irie Hako / Tokuda Rinsai
11

11_1 徳田隣斎　何龍《宮女図》
122.7×60.2cm（明治 44）　軸
11_2 入江波光　何龍《宮女図》
122.8×60.2cm（明治 44）　軸

２ １
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模
写
で
し
か
見
ら
れ
な
い
姿

原
本
は
桃
山
期
を
代
表
す
る

肖
像
画
の
一
つ
。
蓮
丸
は
細

川
幽
斎
の
子
。
本
作
品
を
収

め
る
箱
の
蓋
裏
に
は
、
模
写
し
た
林
司
馬
自
身
が
記
し

た
由
来
記
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
原
本
は

昭
和
十
三
年(

一
九
三
八)

に
発
見
さ
れ
、
林
は
京
博

で
そ
れ
を
模
写
し
た
。
そ
の
後
修
理
さ
れ
、
あ
ら
た

め
て
見
て
み
る
と
辻
が
花
の
模
様
が
剥
落
し
て
失
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
の
写
真
と
比
較
し
て
見
る

と
確
か
に
原
本
は
桜
の
花
弁
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て

い
る
。
胡
粉
の
上
に
繊
細
な
墨
画
で
表
現
さ
れ
た
辻

が
花
は
、
今
は
林
の
模
写
の
上
に
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
十
二
歳
で
夭
折
し
た
少
年
の
姿
を
、
当
時
流
行
の

美
し
い
衣
装
と
と
も
に
写
し
留
め
さ
せ
た
発
願
者
の

思
い
も
ま
た
、
こ
の
模
写
は
受
け
継
い
で
い
る
。
模
写

は
そ
れ
自
体
が
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
。
よ
っ
て
制

作
事
情
を
記
録
し
、
そ
れ
が
決
し
て
作
品
か
ら
離
れ
て

い
か
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
田
島
）

林司馬《細川蓮丸像》
Hayashi Shime 12

12 林司馬《細川蓮丸像》南禅寺聴松院
66.4×33.4cm（昭和 12）　軸

《北野天神縁起》
《賀茂祭草紙》

Hayashi Shime

Tanaka Totsugen
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今
昔
の
「
現
状
模
写
」

ま
ず
始
め
に
《
賀
茂
祭
草

紙
》
を
み
て
み
よ
う
。
こ

れ
は
葵
祭
を
描
い
た
絵
巻

で
、
鎌
倉
時
代
に
描
か
れ
た
原
本
は
今
は
な
く
、
様
々

な
模
写
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
元

禄
七
年(

一
六
九
四)

に
写
さ
れ
た
京
都
産
業
大
学

本
を
見
る
と
、
剥
落
等
一
切
無
い
状
態
に
写
さ
れ

て
い
る
。
対
し
て
本
作
品
で
は
、
微
妙
な
傷
み
を
て

い
ね
い
に
拾
っ
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
折
れ
そ
の
も

の
や
、
紙
自
体
の
質
感
ま
で
は
写
し
て
は
い
な
い
。

《
北
野
天
神
縁
起
》
は
入
江
波
光
が
率
い
る
模
写
事

業
と
し
て
、
約
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
制
作
さ
れ
た

も
の
で
、
散
逸
し
た
場
面
に
つ
い
て
も
北
野
天
満
宮

を
通
し
て
借
り
受
け
、
詞
書
や
見
返
し
を
含
め
て
写

し
た
後
、
巻
子
に
仕
立
て
た
力
作
で
あ
る
。
一
般
に

古
い
絵
巻
は
水
平
方
向
に
幾
筋
も
折
れ
が
発
生
し
、

絵
具
の
厚
い
部
分
は
そ
の
折
れ
に
沿
っ
て
剥
落
す

る
。
こ
の
よ
う
な
本
紙
の
折
れ
や
剥
落
、
汚
れ
ま
で

が
厳
密
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
写
さ

れ
た
《
賀
茂
祭
草
紙
》
と
、
昭
和
に
写
さ
れ
た
《
北

野
天
神
縁
起
》
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
現
状
模
写
」

の
技
術
の
進
歩
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。（
田
島
・
小
林
）

《北野天神縁起》
《賀茂祭草紙》

Hayashi Shime

Tanaka Totsugen

13

13_1 田中訥言《賀茂祭草紙》
35.8×168.0cm（安永 8 頃）　巻子
13_2 吉田友一 ･ 竹村龍太 ･ 林司馬 ･ 松井大浩 ･ 麻田辨自 ･ 辻華明《北野天神縁起（弘安本）》北野天満宮
30.0×1082.6cm（昭和６-7）　巻子

1

2
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さ
び
の
美

奈
良
時
代
の
彩
色
を
今
に

伝
え
る
栄
山
寺
八
角
堂
内

の
柱
絵
を
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
奈
良
時
代
の
絵
画
で
現
存
す
る
も
の
は
極
め

て
少
な
く
、
現
存
す
る
も
の
も
そ
の
古
さ
ゆ
え
に
損

傷
が
大
き
い
。
そ
の
よ
う
な
経
年
に
よ
る
剥
落
や
変

退
色
は
、
司
馬
に
よ
り
ど
の
程
度
写
し
取
る
か
が
取

捨
選
択
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
現
状
の
記
録
を
超
え

て
、
原
本
が
経
て
き
た
時
間
を
絵
画
表
現
へ
と
昇
華

さ
せ
よ
う
と
す
る
画
家
の
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
ま

た
、
中
央
に
大
胆
に
配
置
さ
れ
た
ひ
び
割
れ
が
、
軽
々

と
描
か
れ
た
木
目
を
引
き
立
て
、
柱
の
質
感
を
際
立

た
せ
て
い
る
。
板
絵
や
壁
画
な
ど
の
ひ
び
割
れ
や
木

目
・
藁
屑
な
ど
を
描
き
込
む
こ
と
は
、
模
写
に
お
け
る

表
現
技
法
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
移
動
で
き
な

い
柱
絵
を
写
し
て
額
縁
に
収
め
る
こ
と
で
、
鑑
賞
し

や
す
く
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。（
小
林
）

林司馬
《栄山寺八角堂内陣柱絵》

Hayashi Shime
14

14 林司馬《栄山寺八角堂内陣柱絵》栄山寺
33.0×16.5cm（昭和 41）　額
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最
も
有
名
な
模
写

法
隆
寺
金
堂
壁
画
は
、
貴
重

な
古
代
壁
画
ゆ
え
様
々
な

模
写
が
あ
る
が
、
本
作
品

は
昭
和
十
五
年
に
始
ま
っ

た
模
写
事
業
に
関
連
す
る

も
の
で
あ
る
。
東
西
の
模
写
に
長
け
た
四
名
の
日
本
画

家
―
荒
井
寛
方
・
入
江
波
光
・
中
村
岳
陵
・
橋
本
明
治

―
が
選
ば
れ
弟
子
を
引
き
連
れ
て
現
地
で
模
写
を
行
っ

た
。
林
司
馬
は
入
江
班
の
一
員
と
し
て
こ
れ
に
携
わ
っ

た
。
巨
大
な
壁
画
ゆ
え
分
担
が
な
さ
れ
、
林
の
担
当
は

観
音
菩
薩
像
と
な
っ
た
。
模
写
は
戦
後
に
か
か
り
、
原

本
の
火
災
や
波
光
の
死
も
あ
っ
た
が
昭
和
二
十
三
年
に

完
成
し
た
。
本
作
品
は
観
音
菩
薩
の
頭
部
だ
け
を
別
に

描
い
た
も
の
。
壁
画
を
写
し
取
る
に
当
た
り
、
便
利
堂

の
原
寸
大
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
が
利
用
さ
れ
た
が
、
東
京

の
画
家
が
こ
れ
を
下
絵
と
し
て
そ
の
上
に
直
接
描
い
た

の
に
対
し
、
波
光
ら
は
そ
の
上
に
紙
を
置
い
て
線
を

拾
う
伝
統
の
上
げ
写
し
に
こ
だ
わ
っ
た
。
こ
の
伝
統
は

今
も
本
学
の
模
写
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。（
田
島
）

林司馬
《法隆寺金堂六号壁観音菩薩像》

Hayashi Shime
15

15 林司馬《法隆寺金堂六号壁観音菩薩像》法隆寺
52.8×39.0cm（昭和 23）　額
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日
本
画
の
画
材
で
挑
む

昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）

か
ら
昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）
ま
で
、
第
一

期
と
第
二
期
に
分
け
て
イ
タ
リ
ア
壁
画
模
写
事
業
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
模
写
事
業
は
「
フ
レ
ス
コ
壁
画
の
日
本

画
材
に
よ
る
模
写
研
究
」
と
い
う
題
目
で
行
わ
れ
て
お

り
、
日
本
画
の
画
材
で
日
本
画
以
外
の
も
の
を
写
す
こ

と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
紙
に
は
近
代
に
至
っ
て
新

た
に
開
発
さ
れ
た
日
本
画
用
の
麻
紙
を
採
用
す
る
ほ

か
、
西
洋
の
顔
料
を
日
本
画
の
顔
料
と
同
じ
よ
う
に
膠

で
溶
い
て
使
用
し
た
り
、
筆
で
は
な
く
鉛
筆
で
下
書
き

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
伝
統
的
な
画
法
に
拘
泥
す
る
こ

と
な
く
制
作
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
模
写
事
業
に
は
、
模
写
の
専
門
家
と
い
う
よ

り
も
自
主
制
作
を
行
う
日
本
画
家
が
従
事
し
て

お
り
、
本
学
名
誉
教
授
の
上
村
淳
之
も
そ
の
一

人
で
あ
る
。
マ
ッ
ト
な
質
感
の
フ
レ
ス
コ
・
テ

ン
ペ
ラ
画
は
意
外
に
も
日
本
画
材
と
相
性
が
よ

く
、
こ
の
模
写
事
業
は
現
代
日
本
画
の
活
動
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。（
小
林
）

岩井弘《殉教の図》
Iwai Hiroshi

16_1 岩井弘　トマソ · ダ · モデナ《殉教の図》トレビーゾ市立美術館
166.0×137.0cm（昭和 49）　額　
16_2 岩井弘　トマソ · ダ · モデナ《殉教の図》トレビーゾ市立美術館
164.5×136.0cm（昭和 52）　額　

16
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国
外
の
絵
画
を
写
し
て
持
ち

帰
る

イ
タ
リ
ア
壁
画
模
写
事
業
の

後
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
日
本
に

帰
国
す
る
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
へ
立
ち
寄
っ

た
八
日
間
の
中
で
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
か
ら

直
接
写
す
の
で
は
な
く
、
大
英
博
物
館
東
洋
室
の
閲
覧

室
で
印
刷
物
を
参
照
し
な
が
ら
、
展
示
中
の
原
本
を
時

折
見
に
行
く
と
い
う
形
で
写
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
館
員

が
「
印
刷
の
複
製
が
あ
る
の
に
、
何
故
模
写
す
る
の

か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
岩
井
は
「
こ
の
女
史
箴
図

巻
の
少
し
で
も
実
感
が
欲
し
い
」
と
答
え
た
と
い
う
。

箱
裏
に
は
「
於
大
英
博
物
館　
一
九
七
七
年
夏　
一
・

二・
六・
八・
九
図
岩
井
弘
、
四・
五
図
木
下
章
、
三・
七

図
岩
倉
壽
、
協
力
宮
本
道
夫
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
巻

末
に
は
制
作
者
の
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
。（
小
林
）

木下章 ･ 岩井弘 ･ 岩倉寿 ･ 宮本道夫
《女史箴図巻》

Kinoshita Akira / Iwai Hiroshi / Iwakura Hisashi / Miyamoto Michio

17 木下章 ･ 岩井弘 ･ 岩倉寿 ･ 宮本道夫　伝 顧愷之《女史箴図巻》大英博物館
28.0×379.0cm（昭和 52）　巻子

17
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模
写
手
本

ー
円
山
応
挙
の
伝
統
こ
こ
に

　
あ
り

現
在
の
日
本
画
専
攻
で
も
、

一
年
生
を
対
象
に
模
写
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

実
習
の
中
で
、
学
生
が
最
初
に
写
す
の
が
《
鳥
獣
人
物

戯
画
》
で
あ
る
。
現
在
、《
鳥
獣
人
物
戯
画
》
の
絵
手

本
は
台
紙
に
貼
ら
れ
た
複
製
品
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
前
は
模
写
手
本
が
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
の

一
枚
が
林
司
馬
に
よ
る
《
鳥
獣
人
物
戯
画
》
で
あ
る
。

場
面
の
切
り
取
り
方
や
筆
勢
に
、
司
馬
の
確
か
な
画
力

が
見
て
取
れ
る
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
雰
囲
気
ま
で
も
描
き

写
し
た
本
作
は
、
初
学
者
の
絵
手
本
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
だ
ろ
う
。

《
応
挙
写
生
画
巻
》
の
絵
手
本
に
は
、
現
在
で
も
模
写

が
使
わ
れ
て
い
る
。《
応
挙
写
生
画
巻
》
か
ら
、
椿
の

他
に
虎
杖
や
蜜
柑
な
ど
様
々
な
場
面
を
抜
き
出
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
学
生
は
好
み
に
合
う
も
の
を
選
ん
で

模
写
を
す
る
。

し
か
し
、
写
生
は
自
分
で
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の

林司馬《鳥獣人物戯画》
円山応挙《応挙写生図巻》
Hayashi Shime / Maruyama Oukyo

18

18 林司馬《鳥獣人物戯画》高山寺
24.0×29.9cm（昭和 36）　台紙
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に
、
な
ぜ
人
の
写
生
を
模
写
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
理
由

は
複
数
あ
る
。

１
．
実
物
を
ど
う
捉
え
、
筆
と
墨
を
ど
う
使
っ
て
写
す

か
、
と
い
う
基
礎
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
先
人
の
完
成
作
を
十
全
に
理
解
す
る
に
は
、
そ
の

前
段
階
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

３
．
写
生
対
象
の
動
植
物
は
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
写
真
も
動
物
園
も
な
い
時
代
、
資
料
は
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
。

４
．
そ
も
そ
も
応
挙
の
こ
の
写
生
図
巻
は
ス
ケ
ッ
チ
帳

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
制
作
の
参
考
に
な
る
よ
う
編
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
超
便
利
な
見
本
帳
と
し
て
使
え

る
。

以
上
の
理
由
で
、
応
挙
の
写
生
帳
は
江
戸
時
代
か
ら

多
く
の
写
し
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
統
は
開
校

か
ら
百
四
十
年
に
及
ぶ
本
学
の
日
本
画
教
育
に
、
今

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
小
林
・
田
島
）

18 林司馬 · 吉田友一　円山応挙《応挙写生図巻》千総
31.3×442.3cm（昭和 12 頃）　巻子
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18_1 吉田友一　円山応挙《花鳥写生図巻椿図》千総（昭和 14 年）27.8×39.4cm　台紙　138670001000 
18_2 作者不詳　円山応挙《花鳥写生図巻椿図》千総（昭和）28.2×40.2cm　台紙　138680001000 
18_3 作者不詳　円山応挙《花鳥写生図巻椿図》千総（昭和）28.2×40.2cm　台紙　138680002000 
18_4 作者不詳　円山応挙《花鳥写生図巻椿図》千総（昭和）28.2×38cm　台紙　138680003000 
18_5 作者不詳　円山応挙《花鳥写生図巻椿図》千総（昭和）28.2×38cm　台紙　138680004000 
18_6 作者不詳　円山応挙《花鳥写生図巻椿図》千総（昭和）28.2×38cm　台紙　138680005000 

円山応挙《応挙写生図巻》
Maruyama Oukyo 18
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古
画
研
究

竹
内
鳴
鳳
は
竹
内
栖
鳳
の
子

で
あ
り
、
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
活
躍
し
た
日
本
画
家

で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
本
学
の
前

身
で
あ
る
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
絵
画
科
、
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）
に
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
し

て
い
る
。

本
図
は
経
文
を
省
い
て
下
絵
の
み
を
写
し
、
三
巻
組
の

巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
本
図
は
三
巻
の
最
初
の
場

面
で
あ
る
。
原
本
は
扇
形
の
料
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て

冊
子
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
図
に
は
扇
形
の

外
に
も
本
紙
の
折
れ
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

巻
子
状
の
模
本
類
か
ら
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
古

色
」
と
呼
ば
れ
る
時
間
の
経
過
を
感
じ
さ
せ
る
色
調
で

丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
金
銀
の
切
箔
や
野
毛
は
省

略
さ
れ
て
い
る
。
大
正
に
様
々
な
種
類
の
絵
画
が
写
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
時
間
軸
も
拡
大
し
、
鎌
倉
時
代

以
前
の
古
い
絵
画
も
積
極
的
に
写
さ
れ
て
い
る
。（
小
林
）

竹内鳴鳳《扇面写経下絵》
Takeuchi Meihou 19

19 竹内鳴鳳《扇面写経下絵》四天王寺
35.6×767.8cm（大正 2）　巻子
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金
箔
と
模
写

狩
野
山
楽
筆
《
牡
丹
図

襖
》
の
牡
丹
を
描
い
た

も
の
だ
が
、
実
は
全
く

同
じ
牡
丹
は
襖
絵
の
中
に
な
い
。
作
風
を
写
し
た
と

い
う
意
味
で
は
、
倣
山
楽
牡
丹
図
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。
絵
手
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
模
写

を
す
る
こ
と
で
絵
を
避
け
て
箔
を
明
か
す
方
法
や
金

泥
で
葉
脈
を
引
く
方
法
、
葉
は
裏
と
表
で
色
を
変
え

る
こ
と
な
ど
、
伝
統
的
な
画
法
を
効
率
よ
く
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
で
は
模
写
に
金
箔
が
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
大
正
以

前
の
模
写
に
金
箔
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ

た
。
収
蔵
先
で
は
な
く
、
大
学
と
い
う
設
備
の
整
っ

た
環
境
で
模
写
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
素

材
へ
の
興
味
の
高
ま
り
と
相
ま
っ
て
金
地
や
截
金
を

施
し
た
模
写
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。（
小
林
）

林司馬《大覚寺牡丹図》
Hayashi Shime 20

20 林司馬《大覚寺牡丹図》大覚寺
54.2×51.5cm（昭和）　額
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本
学
所
蔵
の
模
写
の
数
々
は
、
日
本
画
を
学
ぶ
学
生
に

は
今
日
で
も
現
役
の
参
考
資
料
で
あ
る
。
そ
の
役
割
は「
模

写
技
術
の
参
考
」
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
は
制
作
当
初
、
見
る
機
会
が
少
な
い
実
物
の
代
わ
り
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
学
生
、
教
員

は
こ
れ
ら
の
模
写
を
通
し
て
日
本
絵
画
史
を
学
ん
で
き
た

の
だ
。

　
京
都
の
旧
絵
画
専
門
学
校
に
は
凡
そ
百
点
に
近
い
古
画
の
模

　
写
が
あ
っ
た
。
亡
き
入
江
波
光
が
研
究
科
の
生
徒
と
共
に
筆

　
を
と
っ
た
も
の
が
主
要
部
分
を
占
め
て
い
た
が
、
何
れ
も
紙

　
の
皺
か
ら
絵
具
の
剥
落
、
虫
食
の
跡
に
至
る
ま
で
を
忠
実
に

　
写
し
と
っ
た
経
営
惨
憺
の
余
り
に
な
る
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
い
か
に
も
よ
く
京
都
画
壇
の
細
心
と
悠
長
を
具
顕
し
て
い
る

　
と
こ
ろ
中
々
た
め
に
な
る
参
考
品
で
あ
る
。
昔
若
か
っ
た
私

　
は
こ
れ
ら
の
模
写
に
よ
っ
て
ど
れ
程
お
蔭
を
被
っ
た
か
計
り

　
知
れ
な
い
。

　
こ
う
回
想
す
る
の
は
美
術
評
論
家
加
藤
一
雄（
一
九
〇
五

-

八
〇
）
で
あ
る
。
加
藤
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
九
）、
京

都
大
学
卒
業
後
、
中
井
宗
太
郎
の
助
手
と
し
て
京
都
市
立

絵
画
専
門
学
校
に
勤
め
、
そ
の
後
同
校
助
教
授
、
美
術
工

芸
学
校
教
諭
と
な
っ
た
。
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
学
科
教
員

で
英
語
を
主
に
教
え
て
い
た
。
も
と
も
と
日
本
美
術
史
が

専
門
で
は
な
か
っ
た
彼
は
、
模
写
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
と

い
う
。

　
私
は
こ
れ
ら
の
模
写
を
幾
度
も
繰
返
し
て
見
つ
つ
、
わ
が
感

　
情
教
育
の
上
で
得
る
と
こ
ろ
甚
だ
多
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
別
に
学
才
が
た
め
に
豁
然
と
し
て
開
け
た
訳
で
は
な
い
が
、

　
生
来
最
も
欠
乏
し
て
い
た
風
韻
と
い
う
も
の
を
多
少
解
す
る

　
に
至
っ
た
の
は
一
に
こ
れ
ら
の
模
写
に
よ
る
お
蔭
で
あ
る

　
単
に
名
画
の
構
図
や
彩
色
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
古
画
が

持
つ
「
風
韻
」
ま
で
も
感
得
で
き
た
と
い
う
。
そ
れ
を
可
能

に
し
た
の
も
模
写
な
ら
で
は
の
理
由
が
あ
っ
た
。

　
私
は
手
軽
に
暢
気
に
心
安
く
、
学
校
の
模
写
を
娯
し
む
こ
と
に

　
決
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
時
に
は
老
人
の
図
書
係
を
瞞
着
し

　
て
、
酔
眼
朦
朧
と
し
乍
ら
模
写
を
鑑
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ

　
れ
は
余
り
大
き
い
声
で
は
言
え
ぬ
こ
と
だ
が
、
古
典
芸
術
と
申

　
も
の
は
酔
眼
を
透
し
て
見
る
と
実
に
油
然
と
い
て
神
趣
が
わ
い

　
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

図
書
資
料
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
自
ら
の
手
で
間
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
時
に
は
酒
が
入
っ
た
状
態
で
鑑
賞
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
畏
ま
っ
た
場
所
で
の
見
学
で
は
得
ら

れ
な
い
、作
品
と
の
親
密
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
。

　
彼
が
殊
に
愛
し
た
の
は
林
司
馬
《
細
川
蓮
丸
像
》（
聴
松

院
蔵　
Ｐ
34
）
だ
っ
た
。

　
私
に
は
元
来
「
徒
然
草
」
の
言
う
「
ふ
る
き
墳
お
ほ
く
は
こ

　
れ
少
年
の
人
」
を
愛
憐
す
る
趣
味
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
種
童

　
形
の
遺
影
に
は
す
ぐ
惚
込
む
シ
ン
プ
ル
な
傾
向
が
あ
る

　
描
か
れ
て
い
る
像
主
に
ま
で
惚
れ
込
ん
で
お
り
、
こ
れ

を
具
現
化
し
た
林
司
馬
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
加
藤
は
戦
後
学
校
を
退
職
し
京
都
市
美
術
館
で
学
芸
員

と
な
る
。
そ
の
後
は
関
西
学
院
大
学
教
授
と
な
り
、
そ
の

門
か
ら
多
く
の
美
術
史
研
究
者
を
輩
出
し
た
。
緻
密
で
実

証
的
な
研
究
者
と
い
う
よ
り
、
韜
晦
に
満
ち
た
デ
ィ
レ
ッ

タ
ン
ト
の
風
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
京
都
の
美
術
の

核
心
を
突
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
写
真
と
は
異
な

る
模
写
の
意
義
、
模
写
な
ら
で
は
の
味
わ
い
と
い
う
こ
と

に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
時
、
私
は
い
つ
も
加
藤
一
雄
の
こ

の
文
章
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

加
藤
一
雄
「
京
都
の
自
然
と
芸
術　
等
持
院
」『
雪
月
花
の
近
代
』
所
収

初
出
「
萌
春
」
九
十
三･

九
十
四･

九
十
六
号
一
九
六
一-

一
九
六
二
年

模
写
を
愛
す

田
島
達
也

Tajim
a Tatsuya
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模写を読む
　画家は何をうつしてきたのか
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